
は
じ
め
に

熾
盛
光
法
と
は
、
天
台
宗
比
叡
山
延
暦
寺
派
（
山
門
派
）
の
四
箇
大
法
（
１
）（
熾
盛

光
法
、
七
仏
薬
師
法
、
普
賢
延
命
法
、
安
鎮
法
）
と
い
う
秘
密
修
法
シ
ス
テ
ム
に

数
え
ら
れ
る
護
国
修
法
で
あ
り
、
特
に
天
変
消
除
の
面
で
優
れ
た
効
験
が
あ
る
も

の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
こ
の
修
法
は
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
王
権
の
要
請
に

よ
っ
て
屡
々
修
さ
れ
、
特
に
天
文
異
変
の
発
生
に
際
し
て
修
さ
れ
る
事
例
が
史
料

上
に
目
立
つ
。

前
近
代
に
お
け
る
天
文
は
、
天
空
に
起
き
る
様
々
な
現
象
と
国
家
が
向
か
い
合

う
占
星
術
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
、
日
本
で
は
天
文
の
観
測
技
術
は
天
文
道
と
い
い
、

陰
陽
寮
に
天
文
博
士
と
天
文
生
を
配
置
し
、
陰
陽
道
と
密
教
は
天
変
が
予
兆
と
し

て
示
し
た
社
会
秩
序
の
混
乱
を
修
復
す
る
た
め
の
呪
術
を
行
っ
た
（
３
）。
永
井
晋
氏
は
、

日
蝕
・
月
蝕
・
彗
星
な
ど
の
天
変
は
、
そ
の
原
因
の
科
学
的
解
明
が
な
か
っ
た
古

代
国
家
で
は
人
知
を
超
え
た
所
為
と
認
識
さ
れ
、
宗
教
な
ど
の
問
題
を
派
生
さ
せ
、

王
権
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
る
か
は
為
政
者
の
支
配
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、

よ
っ
て
天
変
消
除
は
宗
教
と
政
治
の
両
面
に
わ
た
っ
て
王
権
と
不
可
分
な
関
係
を

有
す
る
、
と
す
る
（
４
）。

さ
ら
に
、
山
下
克
明
氏
は
、
世
俗
側
の
天
変
に
対
す
る
従
来
の
宗
教
的
対
策
は

『
大
般
若
経
』
な
ど
の
護
国
経
典
の
読
誦
で
あ
る
が
、
平
安
中
期
以
降
、
護
国
仏

教
に
お
い
て
は
密
教
修
法
が
読
経
法
会
を
超
越
し
て
主
流
に
な
り
、
そ
の
う
ち
天

変
消
除
・
星
厄
鎮
静
化
の
目
的
で
行
わ
れ
る
様
々
な
修
法
が
あ
っ
た
と
す
る
（
５
）。

管
見
の
限
り
、
熾
盛
光
法
は
そ
れ
ら
の
修
法
の
濫
觴
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
平
安
時
代
の
天
文
異
変
と
宗
教
儀
礼
と
の
関
連
性
を
考
え
る
上
で
、

熾
盛
光
法
そ
の
も
の
を
考
察
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
先
学
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
筆
者
の
問
題
関
心
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
�

摂
関
期
か
ら
院
政
期
へ
、
聖
俗
両
界
の
紐
帯
と
な
っ
た
修
法
を
考
察
の
切
口
に
し

て
、
祈
祷
体
制
面
か
ら
密
教
寺
院
と
国
家
・
王
権
と
の
関
係
を
通
時
代
に
ど
う
捉

え
る
か
、
�
平
安
時
代
に
お
い
て
、
王
権
は
人
知
を
超
え
た
神
秘
的
天
変
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
ち
、
密
教
寺
院
の
修
法
・
加
持
祈
祷
活
動
に
対
し
て
具
体

摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
天
台
宗
山
門
派
の
熾
盛
光
法

袁

也

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
五
号

二
〇
二
一
年
三
月
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的
に
い
か
な
る
期
待
を
持
っ
て
い
た
の
か
（
６
）。

以
上
の
問
題
関
心
を
抱
き
な
が
ら
、
本
論
文
で
は
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
か

け
て
熾
盛
光
法
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
か
つ
青
蓮
院
聖
教
類
史
料
や

『
阿
娑
縛
抄
』
な
ど
の
修
法
記
録
を
活
用
し
、
こ
れ
を
通
時
代
的
に
考
察
す
る
こ

と
で
、
古
代
・
中
世
移
行
期
に
お
け
る
、
聖
俗
界
の
接
点
で
あ
る
密
教
祈
祷
の
機

能
面
か
ら
、
天
台
密
教
と
王
権
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一
、
摂
関
期
に
お
け
る
熾
盛
光
法
の
展
開

本
章
で
は
、
摂
関
期
に
お
け
る
熾
盛
光
法
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

か
つ
て
速
水
侑
氏
は
、
密
教
修
法
の
史
的
展
開
を
分
析
素
材
と
し
、
密
教
と
摂

関
・
院
政
期
の
政
治
体
制
と
の
関
係
性
を
概
観
的
に
考
察
す
る
に
際
し
て
、
入
唐

八
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
円
仁
に
よ
る
延
暦
寺
の
護
国
修
法
と
し
て
の
熾
盛
光

法
の
請
来
と
展
開
に
言
及
し
た
（
７
）。
こ
の
一
冊
は
修
法
の
基
礎
研
究
を
築
い
た
。
氏

は
、
熾
盛
光
法
の
請
来
に
は
台
密
修
法
の
独
自
性
を
発
揮
し
、
律
令
国
家
の
尊
崇

を
得
よ
う
と
す
る
目
的
が
含
ま
れ
る
と
指
摘
し
た
（
８
）。
し
か
し
、
後
世
の
熾
盛
光
法

の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
十
分
に
論
じ
て
は
い
な
い
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
こ

こ
で
は
摂
関
期
ま
で
の
熾
盛
光
法
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す
る
の
は

不
可
能
な
の
で
、
ま
ず
は
熾
盛
光
法
の
摂
関
期
ま
で
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
、
先

行
研
究
も
ふ
ま
え
て
俯
瞰
し
た
い
と
思
う
（
９
）。

円
仁
に
よ
る
熾
盛
光
法
の
請
来
と
恒
例
勤
修
は
、
文
徳
朝
の
初
期
に
お
け
る
、

新
天
皇
の
即
位
に
伴
う
王
権
側
の
鎮
護
国
家
・
新
天
皇
護
持
へ
の
強
烈
な
要
請
に

応
じ
、
そ
の
注
目
を
積
極
的
に
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
を
境
に
、
王
権
が
台
密
の
興
隆
策
に
取
り
掛
か
り
、
熾
盛
光
法
の
年
中

行
事
化
は
そ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
九
世
紀
に
鎮
護
国
家
・
新
天
皇
護
持
を
主
要
な
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た

熾
盛
光
法
は
、
十
世
紀
に
至
っ
て
天
変
消
除
・
星
厄
鎮
静
の
た
め
の
護
国
修
法
と

し
て
の
性
格
を
徐
々
に
強
め
た
。
十
世
紀
以
降
、
天
文
異
変
に
対
す
る
王
権
の
恐

怖
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
最
大
の
特
徴
と
し
て
天
変
現
象
の
消
除
・
星
厄
の
鎮
静

化
の
面
に
特
に
優
れ
た
効
験
の
あ
る
と
観
念
さ
れ
る
熾
盛
光
法
は
、
王
権
側
の
臨

時
勤
修
要
請
を
受
け
て
頻
繫
に
行
わ
れ
、
災
厄
解
決
策
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
そ

の
う
ち
、
特
に
第
十
五
代
天
台
座
主
延
昌
に
よ
る
熾
盛
光
法
の
臨
時
勤
修
が
史
料

上
に
目
立
つ
。
熾
盛
光
法
な
ど
の
よ
う
な
天
変
消
除
へ
の
修
法
は
、
他
の
目
的
で

行
わ
れ
た
修
法
に
比
べ
る
と
、
勤
修
成
果
を
視
角
的
に
捉
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
村
上
朝
の
不
穏
な
世
情
の
中
で
、
多
様
な
天
文
異
変
の
発
生
に
際
し

て
、
座
主
延
昌
は
そ
の
臨
時
修
法
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
神
秘
的
な
カ
リ

ス
マ
性
を
表
し
、
村
上
天
皇
か
ら
深
い
信
頼
を
よ
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
鎌

倉
時
代
成
立
の
『
二
中
歴
』「
名
人
暦
」
に
は
、
延
昌
を
台
密
の
験
者
と
し
て
お

り
（
１０
）、
そ
の
優
れ
た
験
力
を
も
っ
て
後
世
に
高
く
名
を
残
し
た
。

さ
て
、
本
章
の
問
題
点
に
入
り
、
摂
関
期
の
勤
修
事
例
を
分
析
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
、
冷
泉
天
皇
が
即
位
し
て
、
関
白
藤
原
実
頼
が
内
覧

と
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、
政
務
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
。
速
水
氏
が
述
べ
る
よ

う
に
、
同
年
十
二
月
十
七
日
、
冷
泉
天
皇
は
襲
芳
舎
か
ら
麗
景
殿
に
遷
御
す
る
に

際
し
、
熾
盛
光
法
が
鎮
宅
の
修
法
の
一
種
と
し
て
修
さ
れ
た
。『
日
本
紀
略
』
に

「
又
自
二

今
日
一

七
箇
日
、
於
二

麗
景
殿
一

修
二

熾
盛
光
法
一。
是
今
月
廿
六
日
、
主
上
可
三

遷
二

御
件
殿
一

之
故
也
」
と
あ
る
（
１１
）。
更
に
十
九
日
条
に
、「
自
レ

今
三
箇
日
、
於
二

麗

景
殿
一

転
二

読
大
般
若
経
一、
依
三

来
廿
六
日
可
二

遷
御
一

也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
１２
）。

も
と
も
と
、
熾
盛
光
法
に
は
鎮
宅
の
効
験
が
示
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
の
異
例
に
も
思
え
る
熾
盛
光
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
摂
関
体
制
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下
の
護
国
修
法
で
、
鎮
宅
法
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
い
う
（
１３
）。

続
い
て
円
融
朝
に
入
り
、
天
延
元
年
（
九
七
三
）
八
月
三
日
、
遍
斅
は
仁
寿
殿
で

熾
盛
光
法
を
修
し
た
。『
僧
綱
補
任
』
の
裏
書
に
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

彼
遍
斅
律
師
行
状
記
云
、
天
延
元
年
八
月
四
日
、
於
二

仁
寿
殿
一、
率
二

廿
口
伴

僧
一、
奉
レ

修
二

熾
盛
光
法
一。

而
御
修
法
奉
仕
之
間
、
霊
験
殊
顕
現
。
同
十
三
日

御
結
願
、
御
加
持
被
物
之
次
、
主
上
勅
語
云
、
前
々
聞
二

食
験
徳
一

之
内
、
極

熱
之
比
、
頻
奉
二

仕
御
修
法
一、
感
応
多
端
。
仍
雖
レ

無
二

其
闕
一、
賜
権
律
師
法

橋
上
人
位
者
（
後
略
（
１４
））。

彰
考
館
本
『
僧
綱
補
任
』
に
よ
る
と
、
遍
斅
は
無
動
寺
を
建
立
し
た
内
供
奉
十

禅
師
相
応
の
入
室
弟
子
で
、
延
昌
の
受
法
弟
子
と
い
う
（
１５
）。『
門
葉
記
』
所
収
の
青

蓮
院
門
跡
系
図
に
、
相
応
―
遍
斅
―
喜
慶
（
第
十
六
代
天
台
座
主
）
と
あ
る
（
１６
）。
右

の
史
料
に
見
え
る
よ
う
に
、「
霊
験
殊
顕
現
」
と
い
っ
た
熾
盛
光
法
を
得
意
と
し

た
遍
斅
の
呪
力
が
、
円
融
天
皇
に
「
感
応
多
端
」
と
褒
賞
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に

法
橋
上
人
の
僧
位
に
叙
さ
れ
た
と
い
う
。「
霊
験
」
と
い
う
表
現
に
も
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。
衣
川
氏
は
、
摂
関
期
に
お
け
る
社
会
不
安
の
広
が
り
と
政
争
の
激
化

に
伴
い
、
修
法
が
発
展
し
て
社
会
的
に
確
固
と
し
た
位
置
を
得
る
に
至
る
と
い
う

速
水
氏
の
指
摘
を
認
め
た
上
で
、
寺
院
社
会
自
体
に
も
修
法
を
発
展
さ
せ
た
要
因

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
修
法
の
結
果
と
し
て
験
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
た

阿
闍
梨
は
、
勧
賞
を
受
け
る
と
同
時
に
「
霊
験
甚
以
掲
焉
」
と
い
っ
た
評
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
密
教
修
法
の
勤
修
は
僧
侶
の
力
を
裏
付
け
、
以
後
の
栄

達
を
保
証
し
」
た
と
す
る
（
１７
）。
遍
斅
の
勤
修
事
例
か
ら
、
修
法
の
「
霊
験
」（
呪
術

の
力
）
を
認
可
す
る
と
い
う
意
識
が
世
俗
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

端
的
に
示
さ
れ
る
（
１８
）。
そ
れ
よ
り
前
の
勤
修
事
例
を
見
る
と
、
延
昌
ら
の
場
合
に
つ

い
て
、
修
法
が
終
わ
っ
て
勧
賞
が
行
わ
れ
た
事
実
を
み
た
（
１９
）。
彼
ら
と
同
じ
く
、
遍

斅
の
昇
進
理
由
と
そ
の
修
法
の
法
験
も
直
接
的
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実

際
に
は
院
政
期
以
降
、
大
法
の
結
願
の
後
、
大
阿
闍
梨
に
対
す
る
勧
賞
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
一
般
化
し
（
２０
）、
修
法
と
勧
賞
は
後
世
の
王
法
と
仏
法
と
の
関
係
の
中
で
、

結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
十
世
紀
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
十
世
紀
後
半
に
は
熾
盛
光
法
が
摂
関
の
た
め
に
修
さ
れ
た
事
例
も
見
ら

れ
る
。『
天
台
座
主
記
』「
良
源
」
項
に
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
十
月
、
座
主
良

源
は
関
白
藤
原
兼
通
の
重
病
の
た
め
に
臨
時
に
熾
盛
光
法
を
修
し
、
途
中
で
兼
通

が
回
復
し
た
た
め
、
修
法
の
賞
と
し
て
良
源
が
権
僧
正
に
転
じ
、
さ
ら
に
伴
僧
の

う
ち
阿
闍
梨
二
人
が
権
律
師
に
昇
進
し
た
こ
と
を
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
（
２１
）。
良
源

は
摂
関
家
を
後
援
と
し
て
叡
山
中
興
を
遂
げ
、
特
に
九
条
殿
藤
原
師
輔
と
密
接
な

檀
越
関
係
を
結
ん
で
深
い
帰
依
を
得
て
お
り
、
師
輔
は
十
男
を
良
源
の
門
下
と
し

て
出
家
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
後
の
第
十
九
世
天
台
座
主
尋
禅
で
あ
る
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
比
叡
山
門
閥
化
を
招
い
た
の
で
あ
る
（
２２
）。
こ
の
勤
修
は
天
皇
以

外
の
者
の
た
め
に
熾
盛
光
法
を
修
し
た
史
料
上
の
初
見
事
例
と
し
て
、
特
に
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
摂
関
政
治
を
背
景
に
、
王
権
の
枠
組
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
関

白
の
身
体
護
持
は
、
当
該
期
の
政
治
秩
序
の
安
定
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
課
題

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
密
教
修
法
に
よ
る
病
気
治
療
の
効
験
が
最
高

の
権
力
者
よ
り
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
２３
）。
同
時
に
、
良
源
に
病
気
平
癒
の
た

め
の
熾
盛
光
法
勤
修
を
依
頼
し
た
こ
と
か
ら
、
良
源
と
摂
関
家
と
の
密
接
な
関
係

の
一
端
も
窺
わ
れ
よ
う
。

永
延
二
年
（
九
八
八
）
八
月
に
、
尋
禅
は
天
変
消
除
の
た
め
に
惣
持
院
で
熾
盛

光
法
を
修
し
た
。『
小
右
記
』
永
延
二
年
八
月
七
日
の
記
事
か
ら
詳
し
い
経
緯
が

知
ら
れ
る
。

（
前
略
）
従
二

摂
政
殿
一

有
レ

喚
。
即
馳
参
。
被
レ

仰
云
、
去
五
日
夜
、
熒
惑
星

犯
二

軒
轅
女
主
一。
天
子
皇
后
共
可
二

慎
御
一

者
。
於
二

天
台
惣
持
院
一、
可
レ

修
二

熾

盛
光
御
修
法
一

之
由
、
仰
二

遣
座
主
尋
禅
一

者
〈
勘
文
云
、
十
二
日
十
二
七
日
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者
（
２４
）〉。

摂
政
殿
と
は
藤
原
兼
家
の
こ
と
で
あ
る
。
軒
轅
は
中
国
上
古
伝
説
中
の
帝
王
で

あ
る
黄
帝
の
異
称
で
あ
り
、
兵
乱
や
疫
病
な
ど
の
凶
兆
と
さ
れ
る
熒
惑
星
が
軒
轅
、

女
主
両
星
を
侵
犯
す
る
こ
と
自
体
は
天
皇
側
の
大
凶
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。『
小
右
記
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
異
常
な
凶
兆
に
よ
り
、
一
条

天
皇
と
円
融
中
宮
藤
原
遵
子
が
共
に
重
い
物
忌
に
入
り
、
さ
ら
に
安
倍
晴
明
が
熒

惑
星
供
を
行
い
、
対
応
策
と
し
た
。
そ
の
後
、
尋
禅
は
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
正

月
二
十
五
日
に
、「
奉
二

為
公
家
一

」
の
目
的
で
内
裏
に
て
修
し
た
。『
小
右
記
』
同

月
十
八
日
条
に
、
実
資
は
摂
政
藤
原
兼
家
に
呼
ば
れ
た
の
で
、
兼
家
の
邸
宅
へ
向

か
い
、
兼
家
は
、
二
十
五
日
か
ら
禁
中
に
て
尋
禅
に
一
条
天
皇
の
た
め
に
修
法
を

行
う
よ
う
、
実
資
に
伝
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
２５
）。
速
水
氏
は
「
こ
う
し
た
摂

関
家
を
背
景
と
す
る
尋
禅
の
熾
盛
光
法
の
修
法
は
、
表
面
は
玉
体
安
穏
を
祈
念
す

る
と
は
い
え
、
実
体
に
お
い
て
摂
家
体
制
の
擁
護
祈
念
に
他
な
ら
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
２６
）が
、
こ
こ
で
勤
修
の
意
義
を
捉
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と
で

き
な
い
の
は
、
兼
家
は
一
条
天
皇
と
濃
厚
な
血
縁
関
係
を
有
す
る
外
祖
父
で
、
清

和
朝
の
藤
原
良
房
以
来
、
百
三
十
年
ぶ
り
の
外
祖
父
摂
政
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
時
点
で
一
条
天
皇
は
十
歳
未
満
の
幼
帝
で
あ
る
。
国
政
は
、
天
皇
の
父
院
の

円
融
院
と
摂
政
兼
家
と
が
共
に
担
当
し
、
両
者
の
ミ
ウ
チ
関
係
の
構
築
に
よ
り
国

政
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
た
（
２７
）。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
兼
家
の
修
法
要
請

の
真
意
は
、
幼
帝
一
条
天
皇
と
摂
関
政
治
体
制
の
護
持
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
修
法
の
政
治
性
と
世
俗
性
が
窺
わ
れ
る
。

十
一
世
紀
の
半
ば
、
後
朱
雀
朝
に
お
い
て
は
興
味
深
い
事
例
が
あ
る
。
長
久
元

年
（
一
〇
四
〇
）
正
月
十
九
日
に
、
藤
原
資
房
は
日
記
『
春
記
』
に
、
前
日
よ
り

良
円
僧
都
を
も
っ
て
延
暦
寺
で
熾
盛
光
法
を
修
し
、
蔵
人
藤
原
公
基
は
、
後
朱
雀

天
皇
の
御
衣
を
持
ち
比
叡
山
に
登
っ
た
と
記
し
た
（
２８
）。
こ
れ
は
熾
盛
光
法
の
勤
修
に

際
し
て
天
皇
の
身
代
で
あ
る
御
衣
の
加
持
を
行
っ
た
こ
と
の
初
見
で
あ
る
。
熾
盛

光
法
が
御
衣
加
持
法
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
機
能
の
一
つ
が
天
皇
の
玉

体
安
穏
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
青
蓮
院
吉

水
蔵
聖
教
を
見
る
限
り
で
は
、
中
世
以
降
、
京
都
の
三
条
白
川
房
の
熾
盛
光
堂
で

行
わ
れ
る
「
大
熾
盛
光
法
」
の
勤
修
に
際
し
て
、
道
場
図
で
は
御
衣
加
持
と
仏
舎

利
が
一
緒
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
２９
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め

て
論
じ
た
い
。

本
章
の
む
す
び

十
世
紀
以
降
、
王
権
に
よ
る
天
変
へ
の
恐
怖
が
漸
次
高
ま
る
と
と
も
に
、
最
大

の
特
徴
と
し
て
天
変
現
象
の
消
除
・
星
厄
の
鎮
静
化
の
面
に
特
に
優
れ
た
効
験
の

あ
る
と
さ
れ
る
熾
盛
光
法
は
、
重
要
な
護
国
修
法
と
し
て
朝
廷
側
と
寺
院
側
双
方

に
お
い
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
天
台
宗
に
お
い
て
は
熾
盛
光
法
を
「
天
変
御
厄
等

之
時
被
レ

修
レ

之
、
凡
鎮
護
国
家
第
一
種
秘
法
也
。
当
流
独
行
レ

之
。
他
流
曽
不
レ

相
二

承
レ

之
」
と
讃
え
（
３０
）、
天
変
消
除
の
臨
時
修
法
と
し
て
主
流
を
占
め
た
。
一
方
摂
関

期
に
入
る
と
、
天
皇
の
玉
体
安
穏
・
護
持
や
、
摂
関
の
守
護
の
機
能
な
ど
が
新
た

に
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
か
ら
、
修
法
の
大
阿
闍
梨
を

務
め
る
僧
侶
は
、
そ
の
法
験
の
資
質
を
も
っ
て
勧
賞
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
院

政
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
大
法
の
勤
修
に
お
い
て
、
結
願
日
に
勧
賞
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
十
世
紀
以
降
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

二

院
政
期
に
お
け
る
熾
盛
光
法

十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
至
る
ま
で
の
院
政
期
は
修
法
の
爛
熟
期
で
あ
り
、
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政
治
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
こ
の
時
期
の
修
法
の
中
心
は
、
か
つ
て
の
天
皇
・
摂

関
家
か
ら
院
に
移
り
、
同
時
に
護
国
修
法
の
内
容
も
変
化
を
遂
げ
て
き
た
と
さ
れ

て
い
る
（
３１
）。
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
熾
盛
光
法
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
、

前
代
に
見
え
な
い
新
た
な
内
容
と
意
味
合
い
を
表
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

速
水
氏
は
、
院
政
期
の
熾
盛
光
法
に
つ
い
て
は
「
政
変
や
内
乱
な
ど
の
社
会
不

安
を
時
代
背
景
に
、
院
政
期
の
天
変
が
従
来
に
な
い
多
様
化
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
の
臨
時
修
法
と
し
て
の
面
が
生
か
さ
れ
て
、
院
政
期
の
護
国
修
法
の
主
流
を
占

め
た
」
と
積
極
的
に
評
価
し
た
（
３２
）。
本
章
で
は
、
速
水
氏
の
見
解
に
基
づ
き
な
が
ら
、

院
政
期
の
激
動
す
る
政
治
的
・
社
会
的
情
勢
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
そ
の
具
体
的

な
意
味
合
い
と
歴
史
的
特
質
を
捉
え
る
。

（
一
）
天
変
災
厄
消
除
以
外
の
目
的
で
の
勤
修
事
例

ま
ず
、
天
変
災
厄
の
鎮
静
化
以
外
の
目
的
で
行
わ
れ
た
勤
修
事
例
を
分
析
す
る
。

白
河
朝
の
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
七
月
、
関
白
藤
原
師
実
の
御
悩
の
た
め
、
長

宴
は
定
林
房
で
十
二
日
よ
り
七
日
間
に
わ
た
っ
て
熾
盛
光
法
を
勤
修
し
た
（
３３
）。「
定

林
房
」
と
い
う
勤
修
場
所
は
、
大
原
北
谷
に
あ
る
長
宴
の
房
で
あ
る
（
３４
）。
藤
原
師
実

と
長
宴
と
の
関
係
性
は
史
料
上
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
摂
関
期
に
入
り
天
皇

だ
け
で
な
く
王
権
の
構
成
員
と
し
て
の
摂
関
の
た
め
に
行
わ
れ
た
修
法
が
、
院
政

期
に
お
い
て
引
き
続
き
摂
関
の
た
め
に
修
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
白
河
天

皇
と
密
接
に
結
び
付
い
た
朝
臣
の
筆
頭
で
あ
る
師
実
の
た
め
に
修
法
を
行
う
こ
と

で
、
台
密
が
王
権
護
持
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

堀
河
朝
の
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
十
月
二
十
四
日
、
師
実
は
僧
正
仁
覚
に
、

摂
関
家
の
邸
宅
で
あ
る
高
陽
院
に
て
熾
盛
光
法
を
修
さ
せ
た
（
３５
）。
仁
覚
は
土
御
門
右

大
臣
源
師
房
の
第
三
子
で
い
わ
ゆ
る
村
上
源
氏
出
身
の
貴
種
僧
で
、
母
が
藤
原
道

長
の
娘
で
、
摂
関
家
と
密
接
な
血
縁
関
係
が
あ
り
、
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
に

第
三
十
七
代
天
台
座
主
に
補
さ
れ
た
（
３６
）。
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
三
月
二
十
八
日

に
仁
覚
が
、
村
上
源
氏
の
本
邸
で
あ
る
土
御
門
殿
で
示
寂
し
た
と
き
に
、
藤
原
宗

忠
が
「
補
二

天
台
座
主
一

十
年
、
于
レ

今
伝
二

真
言
道
一、
殊
有
二

身
験
一。
而
忽
被
レ

赴
二

他
界
一、
誠
是
哀
哉
」
と
嘆
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
（
３７
）、
貴
族
社
会
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
た
天
台
系
貴
種
僧
で
あ
る
（
３８
）。
右
の
事
例
か
ら
、
護
国
修
法
と
し
て

の
熾
盛
光
法
が
、
一
方
で
王
権
の
構
成
員
で
あ
る
摂
関
の
息
災
増
益
法
の
性
格
を

有
し
た
こ
と
は
、
院
政
期
に
入
っ
て
も
継
続
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
時
期
に
王
権
の
基
本
構
造
の
変
化
に
伴
っ
て
、
勤
修
の
願
主
は

多
様
化
し
て
い
る
。
以
下
、
摂
関
以
外
の
願
主
と
し
て
幾
つ
か
の
事
例
を
掲
げ
る
。

康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
正
月
十
八
日
に
堀
河
天
皇
の
中
宮
篤
子
内
親
王
が
、

「
中
宮
御
祈
」
の
目
的
で
天
台
座
主
仁
覚
に
延
暦
寺
で
熾
盛
光
法
を
勤
修
さ
せ
た
（
３９
）。

ま
た
、
崇
徳
朝
の
天
承
二
年
（
一
一
三
二
）
三
月
二
十
日
、
鳥
羽
院
皇
后
で
、
当

時
の
宮
廷
社
会
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
た
待
賢
門
院
藤
原
彰
子
が
「
息

災
延
寿
、
除
二

障
怖
畏
一

」
の
た
め
に
、
第
四
十
六
代
天
台
座
主
忠
尋
に
三
条
東
殿

西
対
で
熾
盛
光
法
を
勤
修
さ
せ
た
（
４０
）。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
修
法
に
は
、
中
宮
・

女
院
た
ち
か
ら
も
息
災
安
寧
の
大
き
な
効
験
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
王
権
の
構
成
員
で
あ
る
中
宮
・
女
院
た
ち
の
安
寧
祈
願
な
ど
の
多

様
な
目
的
で
修
法
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
期
に
お
い
て
熾
盛
光
法

以
外
の
護
国
修
法
も
女
院
の
た
め
に
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
院
政
期
に

お
け
る
女
院
の
特
質
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
皇
の
場
合
、
永
久
四

年
（
一
一
一
六
）
四
月
に
第
四
十
二
代
天
台
座
主
仁
豪
が
「
奉
二

為
聖
主
一

」
に
修

し
（
４１
）、
近
衛
朝
の
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
二
月
に
第
四
十
八
代
天
台
座
主
で
青
蓮

院
初
代
門
主
で
あ
る
行
玄
が
公
家
の
御
祈
で
修
し
た
事
例
も
見
ら
れ
る
（
４２
）。
つ
ま
り
、

修
法
の
爛
熟
期
で
あ
る
院
政
期
に
は
、
世
俗
権
力
の
多
様
な
願
望
に
応
じ
て
延
暦

寺
の
よ
う
な
寺
院
権
門
が
祈
祷
を
日
常
的
に
行
い
、
仏
法
の
効
験
に
よ
っ
て
中
世
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王
権
が
確
実
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
貴
種
僧
た
る
天
台
座
主
が
媒
介
と
な

り
、
両
者
の
関
係
が
さ
ら
に
深
化
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
（
４３
）。

（
二
）
天
変
災
厄
消
除
の
目
的
で
の
勤
修
事
例

一
方
、
熾
盛
光
法
の
本
来
の
機
能
で
あ
る
天
変
災
異
消
除
の
た
め
の
勤
修
も
続

い
て
い
る
。
以
下
で
は
便
宜
上
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
多
様
化
し
た
天
変
を
分
類

し
て
勤
修
の
在
り
方
と
意
義
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
す
る
。

�
月
蝕

ま
ず
は
月
蝕
の
関
連
記
事
を
検
討
し
て
い
く
。
日
蝕
・
月
蝕
は
陰
陽
の
調
和
が

崩
れ
た
時
に
起
こ
る
と
さ
れ
た
現
象
で
特
に
重
い
意
味
を
持
つ
天
変
で
あ
り
、
日

蝕
は
陰
が
陽
に
侵
食
し
た
現
象
で
、
天
皇
を
象
徴
す
る
星
が
欠
け
た
り
消
え
た
り

す
る
こ
と
は
天
皇
に
対
し
て
大
き
な
災
厄
が
起
こ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
一
方
で
月

蝕
は
皇
后
も
し
く
は
臣
下
の
者
に
関
わ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
４４
）。

し
か
し
、
現
実
的
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
月
蝕
は
天
皇

あ
る
い
は
院
と
結
び
付
い
た
も
の
と
観
念
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
以
下
、
い
く
つ

か
の
事
例
を
掲
げ
る
。

鳥
羽
朝
の
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
正
月
十
四
日
、
翌
日
の
月
蝕
の
た
め
、
第

四
十
二
代
天
台
座
主
仁
豪
が
熾
盛
光
法
を
修
し
た
（
４５
）。
真
言
密
教
の
事
相
書
物
『
覚

禅
抄
』
の
関
連
記
事
か
ら
、
同
時
に
東
密
の
僧
侶
寛
助
が
里
内
裏
大
炊
殿
で
昼
間

に
後
七
日
御
修
法
の
次
第
の
一
環
と
し
て
香
水
加
持
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
４６
）。

ま
た
、
僧
侶
三
十
人
が
同
じ
く
月
蝕
の
た
め
に
『
大
般
若
経
』
を
読
誦
し
た
（
４７
）。
さ

ら
に
『
中
右
記
』
同
日
条
に
、

入
レ

夜
雨
止
。
月
蝕
頗
雖
レ

見
、
雲
葉
遠
遮
、
強
不
二

正
現
一

也
。
臨
二

亥
剋
一

天

已
晴
、
定
知
レ

有
二

皆
既
蝕
一。
上
皇
今
年
御
年
六
十
二
、
御
当
年
星
也
。
而
雲

膚
重
遮
、
月
蝕
不
レ

見
、
兼
御
祈
之
所
レ

致
也
。

と
あ
る
（
４８
）。
す
な
わ
ち
、
六
十
二
歳
の
白
河
法
皇
の
御
当
年
属
星
（
九
曜
の
一
つ
で

あ
り
、
行
年
曜
）
が
月
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
月
蝕
に
対
し
て
法
皇
側
が
特
に
慎

む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
寛
助
に
よ
る
加
持
祈
祷
・
仁

豪
に
よ
る
熾
盛
光
法
の
勤
修
や
『
大
般
若
経
』
の
読
誦
が
共
に
臨
時
に
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
月
蝕
御
祈
の
効
験
が
現
れ
た
か
ら
こ
そ
、
月
蝕
が
曇
で
遮

ら
れ
た
、
と
宗
忠
は
書
き
残
し
た
の
で
あ
る
。

湯
浅
吉
美
氏
は
、『
吾
妻
鏡
』
と
九
条
兼
実
の
日
記
『
玉
葉
』
に
見
え
る
月
蝕

の
関
連
記
事
を
検
討
し
た
。
氏
は
月
蝕
そ
の
も
の
の
影
響
は
、
お
も
に
個
人
的
な

レ
ベ
ル
に
止
ま
り
、
政
権
に
関
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
（
４９
）。
右
の
事
例

を
一
見
す
れ
ば
、
確
か
に
湯
浅
氏
の
指
摘
は
妥
当
性
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く

み
て
み
た
い
。

ま
ず
修
法
を
行
っ
た
仁
豪
に
つ
い
て
み
て
い
く
。『
天
台
座
主
記
』
に
よ
る
と
、

仁
豪
は
第
三
十
二
代
天
台
座
主
で
梨
本
僧
正
と
呼
ば
れ
る
明
快
の
入
室
弟
子
で
、

内
大
臣
藤
原
能
長
の
息
子
で
あ
り
、
門
流
は
梨
本
に
属
し
、
号
は
南
勝
房
と
い
う
（
５０
）。

東
山
御
文
庫
所
蔵
『
梶
井
殿
系
図
』（
勅
封
四
十
九
）
に
、
仁
覚
―
仁
豪
―
仁
尋

と
い
う
相
承
関
係
が
掲
げ
ら
れ
、
梨
本
一
流
の
正
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に

注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
５１
）。
実
際
に
仁
覚
・
仁
豪
・
仁
尋
三
人
の
勤
修
事
例
が
史
料
上

に
確
認
で
き
、
し
か
も
、
こ
の
時
期
に
は
熾
盛
光
法
が
天
台
座
主
に
よ
り
勤
修
さ

れ
る
も
の
と
い
う
認
識
が
見
ら
れ
、
前
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
座
主
以
外
の
者
が

勤
修
の
大
阿
闍
梨
を
務
め
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
徐
々
に
確
認
で
き
な
く
な
る
。

た
と
え
ば
、
康
和
四
年
（
一
一
一
二
）
十
月
二
十
日
の
夜
に
権
少
僧
都
賢
暹
が
仁

寿
殿
で
修
し
始
め
、「
熾
盛
光
法
日
記
集
」
に
、
熾
盛
光
法
は
天
台
座
主
に
よ
り

勤
修
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
座
主
慶
朝
が
顕
宗
学
徒
で
あ
る
た
め
に
、

そ
の
か
わ
り
に
賢
暹
が
修
し
た
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
５２
）。
賢
暹
に
つ
い
て
、
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こ
れ
よ
り
前
の
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
二
）
五
月
に
賢
暹
が
最
勝
講
の
講
師
を
つ
と

め
た
時
に
、「
近
日
依
二

熾
盛
光
御
修
法
一、
候
二

仁
寿
殿
一

之
間
、
兼
証
レ

義
者
、
顕

密
二
度
面
目
之
致
歟
」
と
藤
原
宗
忠
が
述
べ
る
よ
う
に
（
５３
）、
修
法
だ
け
で
な
く
円
教

に
も
通
じ
て
い
る
人
物
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
５４
）。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
、
衣
川
氏

は
当
初
か
ら
座
主
勤
修
原
則
は
実
効
性
を
持
ち
得
ず
、
熾
盛
光
法
勤
修
の
具
体
的

な
作
法
や
知
識
が
座
主
に
付
属
す
る
か
た
ち
で
代
々
の
座
主
に
の
み
相
承
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
密
教
上
の
師
弟
関
係
に
沿
っ
て
伝
わ
っ
た
と
指
摘
し
た
（
５５
）。
で
は
、

こ
の
時
期
に
、
座
主
勤
修
原
則
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
何
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
下
坂
守
氏
は
、
延
暦
寺
の
門
跡
寺
院
を
分
析
素
材
と
し
て
中
世
の
門
跡
寺

院
の
機
能
を
検
討
し
て
お
り
、「
門
跡
の
宗
教
活
動
で
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ

に
、
門
主
を
阿
闍
梨
と
し
て
執
行
さ
れ
た
各
種
の
修
法
が
あ
る
」
と
述
べ
た
（
５６
）。
十

二
世
紀
初
頭
は
門
跡
の
成
立
期
で
あ
り
、
仁
豪
等
の
よ
う
な
特
定
の
門
流
に
属
す

る
天
台
座
主
が
、
天
皇
・
上
皇
ら
か
ら
の
修
法
依
頼
を
受
け
て
大
法
勤
修
を
行
っ

た
。
こ
の
勤
修
で
は
、
自
分
の
門
流
の
弟
子
を
伴
僧
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
で
、

勧
賞
を
受
け
る
こ
と
が
容
易
と
な
る
。
そ
し
て
、
弟
子
の
地
位
向
上
や
、
座
主
の

門
流
の
勢
力
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
、
勤
修
の
大
阿
闍
梨

は
座
主
の
み
に
限
定
さ
れ
た
と
い
う
認
識
の
成
立
は
、
熾
盛
光
法
の
発
展
に
お
け

る
一
つ
の
転
換
期
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
院
政
期
以
降
、
護
持
僧
に
は
、
天
台
座
主
や
東

寺
長
者
ら
の
よ
う
な
密
教
界
の
高
僧
が
任
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
修
法
を

行
う
僧
侶
の
上
位
身
分
が
重
要
と
な
る
こ
と
を
示
し
、
座
主
勤
修
原
則
の
成
立
を

裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

賢
暹
の
修
法
の
話
に
も
ど
る
。
十
一
月
十
一
日
の
結
願
日
ま
で
に
、
二
十
一
日

間
に
わ
た
っ
て
御
衣
加
持
が
行
わ
れ
た
。
祭
文
の
内
容
か
ら
、
勤
修
の
理
由
は

「
大
日
本
国
皇
帝
」
に
よ
る
天
変
消
除
で
あ
る
と
さ
れ
（
５７
）、
天
変
と
国
家
支
配
と
の

関
係
性
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

鳥
羽
朝
の
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
九
月
九
日
夜
に
、
里
内
裏
土
御
門
第
の
南

方
か
ら
鳥
の
鳴
き
声
が
あ
る
た
め
、
人
々
が
こ
れ
は
鷺
怪
が
鳴
い
た
か
と
疑
っ
て

い
る
（
５８
）。
そ
の
た
め
、
白
河
法
皇
に
奏
し
、
翌
日
に
は
法
皇
の
政
治
的
・
宗
教
的
拠

点
た
る
院
御
所
で
（
５９
）陰
陽
師
が
怪
異
に
つ
い
て
御
占
を
行
っ
た
（
６０
）。
し
か
も
、
怪
異
の

出
現
だ
け
で
な
く
、
同
月
十
四
日
に
月
蝕
が
予
測
さ
れ
た
た
め
に
、
十
三
日
に
台

密
側
よ
り
文
殊
八
字
法
が
行
わ
れ
（
６１
）、
当
日
は
御
前
で
大
般
若
経
が
読
誦
さ
れ
た
（
６２
）。

僅
か
一
か
月
の
間
に
天
変
と
怪
異
に
直
面
し
、
結
局
二
十
二
日
よ
り
内
裏
に
て
（
６３
）三

週
間
に
わ
た
っ
て
熾
盛
光
法
が
修
さ
れ
た
。
史
料
上
に
は
大
阿
闍
梨
の
名
前
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
の
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
天
台
座
主
仁
豪
が
務
め
た
か
と

想
定
さ
れ
る
。

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
、
こ
の
頃
に
大
江
匡
房
が
撰
し
た
熾
盛
光
法
御
斎

文
が
あ
る
。
こ
こ
で
一
部
を
引
用
し
検
討
し
て
い
こ
う
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

朕
、
康
和
五
年
癸
末
、
受
二

天
地
之
大
宝
一、
嘉
承
二
年
丁
亥
、
践
二

聖
人
之
宸

位
一。
春
秋
猶
富
、
叡
哲
既
少
。
而
、
今
年
辛
卯
、
世
多
二

災
孼
一。
九
月
建
戌
、

変
見
二

乾
坤
一。
夢
草
不
レ

閑
、
意
樹
屡
驚
。
孟
冬
之
候
、
殊
畏
二

厄
会
一。
慎
日

之
慮
、
恐
レ

在
二

夢
寐
一。
政
令
不
レ―

出
レ―

己
、
彼
蒼
之
責
何
在
、
賞
罰
猶
未
自
、

上
玄
之
咎
未
由
。
夫
、
転
レ―

禍
為
レ―

福
、
熾
盛
光
之
本
誓
。
息
災
延
命
、
曼
荼

羅
之
弘
願
。
譬
之
二
龍
、
能
断
二―

災
禍
之
源
一。（
中
略
）
是
以
排
二

壇
場
於
禁

中
一、
整
二

威
儀
於
省
内
一。
始
自
二

今
日
壬
午
吉
曜
良
辰
一、
七
箇
日
二
十
一
時
、

供
二

養
恭
敬
一、
尊
二

重
讃
一

歟
。
伏
願
、
大
曼
荼
羅
諸
尊
聖
衆
、
施
二

大
慈
大
悲

大
喜
大
捨
之
徳
一、
分
二

無
漏
無
為
無
限
無
窮
之
化
一。
応
来
之
災
祥
、
退
二―

百
万

里
之
外
一。
応
至
之
咎
徴
、
拂
二―

十
二
楼
之
朝
一―

。
風
水
雨
露
之
驚
不
レ―

聞
、
涼

熱
寒
暑
之
変
悉
休
（
中
略
）。
致
二

聖
体
於
億
歳
一、
伝
宝
歴
二

於
万
期
一。
一
天

（
襲
ヵ
）
龍
日
、
三
秋
有
年
。
瘴
煙
永
断
、
逆
浪
無
起
。
子
路
子
都
之
輩
、
皆
帰
二

王

35



化
一―

。
天
上
天
下
之
尊
、
併
護
二―

帝
国
一。
乃
至
法
界
平
等
利
益
。
敬
白
。

天
永
二
年
九
月
廿
二
日
（
６４
）

祭
文
と
は
、「
文
字
通
り
神
を
祭
る
文
書
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
禍
難
災
厄
を

除
き
、
幸
福
を
将
来
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
」
と
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
（
６５
）。
こ
の
祭
文
の
冒
頭
に
、「
朕
」
と
あ
り
、
幼
帝
鳥
羽
天
皇
の
立
場
で
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
文
書
様
式
は
綸
旨
と
な
っ
て
い
る
（
６６
）。
最
初
は
鳥
羽
天
皇
の
立
太
子

年
（
康
和
五
年
）
と
践
祚
年
（
嘉
承
二
年
）
の
こ
と
を
述
べ
る
。
続
い
て
、
こ
の

年
に
災
厄
が
多
く
見
え
た
こ
と
、
九
月
に
怪
異
と
月
蝕
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
（
６７
）、

傍
線
部
分
「
政
令
不
レ

出
レ

己
、
彼
蒼
之
責
何
在
。
賞
罰
猶
未
自
、
上
塵
之
咎
未

由
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
変
と
国
家
の
政
治
支
配
と
の
関
係
性
を
示
す
天
人

相
関
説
な
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
内
容
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
災

厄
消
除
の
目
的
で
「
息
災
延
命
」
と
「
転
禍
為
福
」
と
い
う
優
れ
た
効
験
の
あ
る

熾
盛
光
法
を
壬
午
日
（
九
月
二
十
二
日
）
よ
り
内
裏
で
修
さ
せ
、
そ
の
絶
大
な
効

験
と
功
徳
を
懇
切
丁
寧
に
求
め
る
こ
と
で
、
災
厄
鎮
静
化
と
国
家
安
寧
・
支
配
秩

序
安
定
を
祈
念
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
災
厄
の
政
治
性
を
示
す
、
王
権
の
支
配

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
政
治
的
な
色
が
濃
厚
な
内
容
の
祭
文
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し

か
も
、
幼
帝
鳥
羽
の
安
寧
の
た
め
に
、
祖
父
白
河
院
が
主
導
し
た
の
で
あ
る
。

下
村
周
太
郎
氏
は
、
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
天
人
相
関
説
が
中
世
前
期

を
通
じ
て
存
続
し
た
事
実
を
確
認
し
た
上
で
、
天
変
を
「
中
国
由
来
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
で
あ
る
天
人
相
関
説
に
基
づ
く
面
が
特
に
強
く
、
こ
こ
に
東
ア
ジ
ア
を
射
程

に
入
れ
た
国
家
論
研
究
に
お
い
て
天
人
相
関
説
を
取
り
上
げ
る
天
変
と
い
う
非
常

時
に
注
目
す
る
積
極
的
意
義
が
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
（
６８
）、
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ

る
。
右
の
祭
文
で
は
月
蝕
が
も
た
ら
す
災
厄
と
国
家
と
の
関
連
性
を
説
い
て
お
り
、

月
蝕
が
国
家
に
お
け
る
重
大
な
事
件
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
お
り
、
先
に

引
用
し
た
湯
浅
氏
の
結
論
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

�
日
蝕

次
に
日
蝕
に
つ
い
て
、『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
三
月
一
日
条
に

一
つ
の
興
味
深
い
事
例
が
み
え
て
い
る
。
こ
こ
で
原
文
を
引
用
し
て
検
討
を
加
え

て
い
く
。

早
旦
出
二

河
原
一

謝
二

北
辰
一。
其
後
馳
二

参
内
一、
是
午
時
依
レ

可
レ

有
二

日
蝕
一

也
。

右
大
将
、
新
大
納
言
、
治
部
卿
、
頭
弁
以
下
殿
上
人
済
々
参
集
。
主
上
御
二

夜
大
殿
一。
朝
干
飯
方
下
二

格
子
一、
依
二

殿
下
仰
一、
下
二

昼
御
座
御
簾
一。
兼
不
レ

下
、

蔵
人
失
歟
。
午
刻
推
遷
漸
及
二

申
二
点
一、
初
蝕
二

十
一
分
一

者
。
烏
輪
已
虧
、

清
光
頗
欠
。
及
二

酉
三
点
一、
漸
復
二

本
体
一。
太
陽
所
レ

残
如
二

初
三
月
一。
抑
司
天

台
所
レ

奏
已
如
二

指
掌
一。
是
雖
二

末
代
一、
暦
数
顕
然
也
。
但
至
二

刻
限
一

頗
有
二

相

違
一。
今
日
止
二

警
蹕
音
奏
等
一。
従
二

昨
日
一

山
座
主
奉
二

仕
熾
盛
光
御
修
法
一、
是

依
二

日
蝕
御
祈
一

也
（
６９
）。

こ
の
記
事
の
関
連
史
料
と
し
て
、『
中
右
記
』
同
月
九
日
条
に
、

今
夕
為
二

休
息
一、
行
二

向
慶
増
律
師
房
一。
密
語
云
、
去
一
日
々
蝕
、
是
天
下
有
二

謀
反
者
一

歟
。
又
有
下

欲
レ

盗
二

皇
后
位
一

者
上

歟
。
近
則
三
月
、
遠
又
三
年
者
。

件
人
知
二

天
文
一、
極
二

陰
陽
一、
長
二

止
観
一、
覚
二

宿
曜
一

者
也
（
７０
）。

と
あ
り
、
ま
た
二
十
一
日
条
に
、

山
座
主
率
二

伴
侶
廿
口
一、
参
二

御
前
一

有
二

御
修
法
結
願
一

〈
熾
盛
光
法
云
々
（
７１
）〉。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

日
蝕
は
三
月
一
日
の
午
後
三
時
三
十
分
に
発
生
し
、
午
後
六
時
に
及
ん
で
段
々

復
し
て
き
た
。「
司
天
台
」
と
は
陰
陽
寮
の
唐
名
で
あ
り
、
元
々
、
陰
陽
寮
よ
り

奏
上
さ
れ
た
日
蝕
開
始
の
時
点
は
午
時
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
遅
く

な
っ
た
。
同
日
に
警
蹕
な
ど
が
停
止
さ
れ
、
前
日
よ
り
天
台
座
主
仁
覚
が
伴
僧
二

十
人
を
引
率
し
て
熾
盛
光
法
を
修
し
、
日
蝕
に
対
す
る
祈
禳
と
し
た
。
二
十
一
日
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の
結
願
ま
で
、
総
計
二
十
一
日
間
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
清
涼

殿
の
昼
御
座
の
御
簾
と
朝
餉
間
の
格
子
が
下
ろ
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
蔵
人
の

過
失
に
よ
り
こ
れ
ら
が
下
ろ
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
記
述
か
ら
、
日
蝕
の
発
生
に

際
し
、
こ
の
光
が
不
祥
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
堀
河
天
皇
を
光
か
ら
遮
断

し
、
特
に
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
貴
族
社
会
の
日
蝕
観
念
の
一
端
が
窺
え

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
黒
田
日
出
男
氏
は
、
天
皇
の
身
体
を
日
月
蝕
の
妖
光
か
ら

遮
断
し
て
そ
の
清
浄
性
を
保
持
す
る
理
由
が
、
王
の
身
体
の
安
穏
が
日
本
の
自
然

と
秩
序
の
維
持
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
観
念
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
（
７２
）。

続
い
て
、
同
月
九
日
に
藤
原
宗
忠
が
休
憩
す
る
た
め
に
、
慶
増
律
師
の
私
房
に

赴
い
た
際
に
、
慶
増
か
ら
予
言
を
受
け
た
と
あ
る
。
宗
忠
は
慶
増
を
高
く
評
価
し
、

暗
に
こ
の
予
言
を
信
頼
す
べ
き
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
７３
）。
興
福
寺
本
『
僧
綱
補

任
』
に
よ
る
と
、
慶
増
は
延
暦
寺
の
僧
侶
で
あ
り
、
そ
の
二
年
前
の
寛
治
六
年

（
一
〇
九
二
）
五
月
に
二
会
已
講
の
賞
と
し
て
権
律
師
に
任
じ
た
と
い
う
（
７４
）。『
二
中

歴
』
の
十
三
「
能
歴
」
項
に
、
慶
増
は
宿
曜
師
と
あ
る
。
当
時
の
記
録
に
宿
曜
師

と
記
し
た
も
の
が
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
慶
増
が
台
密
の
験
者
で
あ
り
な
が

ら
、
宿
曜
を
そ
の
一
つ
と
し
て
兼
ね
て
修
し
た
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
７５
）。
こ
う

し
た
陰
陽
宿
曜
に
長
じ
た
僧
侶
が
説
い
た
天
変
災
異
の
予
言
は
、
院
政
期
の
貴
族

た
ち
に
ま
す
ま
す
熾
盛
光
法
へ
の
帰
依
の
念
を
深
め
さ
せ
た
と
い
う
（
７６
）。

慶
増
と
藤
原
宗
忠
と
の
個
人
的
な
関
係
は
具
体
的
に
確
認
で
き
な
い
が
、「
是

天
下
有
二

謀
反
者
一

歟
、
又
有
レ

欲
レ

盗
二

皇
后
位
一

者
歟
」
と
い
う
予
言
は
、
非
常
に

政
治
的
性
格
の
強
い
内
容
で
あ
り
、
恐
ら
く
初
期
白
河
院
政
期
の
複
雑
な
政
治
情

勢
を
目
に
し
た
貴
族
層
の
精
神
的
動
向
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
老
練

な
政
治
家
で
あ
る
藤
原
宗
忠
は
日
記
に
詳
し
く
記
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で

「
皇
后
」
と
み
え
る
の
は
、
前
年
に
堀
河
天
皇
の
中
宮
に
冊
立
さ
れ
た
篤
子
内
親

王
の
こ
と
で
あ
る
（
７７
）。
篤
子
は
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
十
月
に
堀
河
天
皇
に
入
内

し
（
７８
）、
同
七
年
（
一
〇
九
三
）
二
月
に
中
宮
に
冊
立
さ
れ
た
（
７９
）。

篤
子
の
入
内
・
立
后
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
栗
山
圭
子
氏
に
よ
る
と
、
篤

子
が
入
内
し
た
寛
治
五
年
に
は
、
白
河
の
異
母
弟
輔
仁
親
王
が
な
お
健
在
で
あ
っ

た
た
め
に
、
後
三
条
の
後
継
者
と
し
て
の
即
位
の
可
能
性
が
あ
り
、
も
し
輔
仁
親

王
の
即
位
が
実
現
す
る
と
、
関
白
藤
原
師
実
が
天
皇
と
の
外
戚
関
係
を
失
う
状
況

に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
白
河
と
師
実
と
は
利
害
の
一
致
か
ら
連
携
し
て
、
白
河
王

家
と
摂
関
家
の
安
定
性
を
確
保
し
両
者
の
関
係
を
強
化
す
る
た
め
に
、
篤
子
を
摂

関
家
養
女
に
し
て
入
内
・
立
后
さ
せ
た
の
と
い
う
（
８０
）。
し
か
し
、
朝
廷
内
部
に
お
い

て
は
輔
仁
親
王
の
皇
位
継
承
へ
の
期
待
が
あ
る
（
８１
）。
慶
増
の
予
言
が
あ
る
程
度
当
該

期
の
政
治
情
勢
と
一
致
し
て
い
た
た
め
、
宗
忠
が
そ
の
予
言
を
信
頼
す
べ
き
と
暗

示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
九
月
二
十
八
日
、
堀
河
天
皇
が
内
裏
の
熾
盛
光
法
御

修
法
壇
所
に
出
御
し
た
。
藤
原
宗
忠
が
日
記
に
「
件
法
依
二

天
変
一

所
レ

被
レ

修
也
」

と
記
し
て
い
る
（
８２
）。
勤
修
の
開
始
時
点
と
天
変
が
確
認
で
き
な
い
が
、
護
国
修
法
と

し
て
の
熾
盛
光
法
の
主
な
役
割
は
依
然
と
し
て
天
変
消
除
に
あ
る
と
貴
族
達
が
認

識
・
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
の
天
変
の
種
類
は
多
様

に
な
り
、
し
か
も
政
治
的
な
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

日
蝕
の
も
う
一
つ
の
興
味
深
い
実
例
と
し
て
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
六
）
十
一

月
一
日
の
事
例
が
あ
る
。
朔
旦
冬
至
日
に
先
例
の
な
い
日
蝕
が
発
生
す
る
と
の
天

文
密
奏
が
あ
り
、『
中
右
記
』
同
年
閏
十
月
十
七
日
条
の
裏
書
引
用
の
『
金
海
九

宮
編
』
に
、「
十
一
月
朔
冬
至
、
日
月
並
蝕
、
王
者
出
奔
」
と
説
い
て
い
る
（
８３
）。
一

週
間
後
の
二
十
四
日
に
、
大
外
記
中
原
師
遠
が
藤
原
宗
忠
の
邸
宅
に
来
て
、
こ
の

日
蝕
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
詳
し
く
話
し
合
っ
て
き
た
。

廿
四
日
、
大
外
記
師
遠
来
談
云
、
冬
至
之
日
蝕
、
主
上
御
慎
之
由
見
二

易
緯
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第
四
一。
又
朔
旦
冬
至
之
日
蝕
、
人
主
出
奔
之
文
、
見
二

金
海
廿
三
一。
凡
十
一

月
朔
日
蝕
甚
不
快
事
云
々
。
又
密
語
云
、
去
七
月
大
事
之
後
、
天
変
不
レ

止
、

已
及
二

廿
度
許
一。
度
々
進
二

密
奏
一

（
８４
）。

こ
こ
で
い
う
「
大
事
」
と
い
う
の
は
同
年
七
月
の
堀
河
天
皇
の
急
逝
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
皇
子
で
あ
る
宗
仁
親
王
が
五
歳
で
即
位
し
鳥
羽
天
皇
と

な
り
、
そ
の
祖
父
で
あ
る
白
河
法
皇
が
政
治
実
権
を
握
っ
て
本
格
的
な
院
政
を
開

始
し
た
。
さ
て
、
右
の
記
事
に
よ
る
と
、
冬
至
に
日
蝕
が
重
な
る
た
め
天
皇
は
御

慎
を
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
朔
旦
冬
至
の
日
蝕
は
、「
人
主
出
奔
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
師
遠
が
陰
陽
道
に
関
わ
る
本
か
ら
述
べ
、
不
吉
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
も
七
月
か
ら
十
月
ま
で
、
天
変
が
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
す
で
に

二
十
回
ほ
ど
発
生
し
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
貴
族
側
の
恐
怖
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。

又
語
云
々
、
天
文
博
士
宗
明
、
近
日
老
人
星
見
之
由
申
云
々
。
此
事
不
二

心

得
一。
件
星
ハ
常
在
二

南
方
一。
而
登
レ

天
高
見
、
以
レ

此
為
二

祥
瑞
一。
近
日
只
在
二

本
南
極
一。
仍
不
レ

可
レ

為
レ

瑞
也
（
８５
）。

右
は
南
極
老
人
星
は
い
つ
も
祥
瑞
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
祥
瑞
と

し
て
捉
え
ら
れ
な
い
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
以
上
の
記
述
か
ら
、
今
回
の
日
蝕
は
、

政
治
的
不
安
の
兆
し
、
と
さ
れ
た
。

『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」
に
、
こ
の
年
に
若
い
鳥
羽
天
皇
の
御
当
年

属
星
が
日
曜
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
日
蝕
に
対
し
て
重
い
御
慎
が
あ
る
べ
き
と
し
（
８６
）、

す
な
わ
ち
朔
旦
冬
至
の
日
蝕
、
鳥
羽
の
属
星
と
日
蝕
と
の
関
係
と
が
重
な
る
と
い

う
、
非
常
に
深
刻
な
天
変
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
白
河
院

か
ら
院
宣
が
下
さ
れ
、
天
台
座
主
仁
源
（
８７
）に
熾
盛
光
法
を
修
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
仁

源
は
院
の
要
請
を
承
り
「
熾
盛
光
法
我
山
最
極
秘
法
也
。
以
二

不
肖
之
身
一

可
二

参

修
一

之
由
、
始
以
承
レ

之
。
且
為
二

面
目
一、
且
其
憚
哉
。
而
今
日
若
無
二

其
威
験
一

者
、

永
以
可
レ

止
二

出
仕
一

之
由
」
と
述
べ
（
８８
）、
山
門
派
の
秘
法
体
系
に
お
け
る
熾
盛
光
法

の
最
高
の
位
置
付
け
を
力
説
し
た
と
と
も
に
、
今
回
は
必
ず
そ
の
日
蝕
御
祈
の
効

験
を
表
そ
う
と
厳
重
に
約
束
し
た
。

衣
川
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
院
政
期
に
登
場
し
た
大
法
・
秘
法
は
僧
侶
個
人

の
資
質
に
依
拠
し
た
法
験
示
現
の
仕
組
み
か
ら
脱
却
し
、
修
法
自
体
に
重
心
を
置

く
こ
と
で
法
験
が
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
知
法
之
輩
」
が
「
大
法
秘
法
」

を
「
如
法
如
説
」
に
行
え
ば
必
ず
「
効
験
」
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
成
功
例
を
再

生
で
き
る
能
力
の
具
備
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
修
法
と
門
流
が
関
係
づ
け
ら
れ

た
（
８９
）。
こ
の
現
象
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
先
の
史
料
で
見
え
る
よ
う
に
、
仁
源
は

「
我
山
最
極
秘
法
也
」
と
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
権
側
か
ら
の
祈
祷
の
効

験
に
対
す
る
切
実
な
希
求
に
応
じ
て
山
門
大
法
の
実
体
的
な
呪
力
を
権
力
側
す
な

わ
ち
白
河
院
に
主
張
し
た
。

実
際
、
十
一
月
一
日
に
な
る
と
日
蝕
は
現
れ
な
か
っ
た
（
９０
）。
世
俗
側
か
ら
み
る
と
、

こ
の
日
に
日
蝕
の
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
修
法
の
不
思
議
な
力
に
よ
る
も
の
と
認

識
さ
れ
た
。「
熾
盛
光
法
日
記
集
」
の
続
き
の
記
事
に
よ
る
と
、「
大
和
尚
修
二

日

中
一

時
、
助
修
諸
共
祈
念
。
黒
雲
俄
聳
掩
二

王
城
一、
終
日
不
レ

晴
、
無
二

風
雨
一。
仏
法

大
霊
験
、
不
可
思
議
者
歟
。
王
臣
黎
民
随
喜
感
歎
」
と
い
う
（
９１
）。
貴
族
側
の
認
識
と

し
て
、
藤
原
宗
忠
が
「
今
無
二

正
現
一、
為
二

天
下
大
慶
一

歟
」
と
述
べ
（
９２
）、
日
蝕
の
凶

兆
が
現
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
国
家
の
幸
事
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
関
白
藤
原
忠
実
は

日
記
『
殿
暦
』
の
当
日
条
で
「
今
日
不
二

正
見
一、
是
不
思
議
事
也
。
凡
朔
旦
日
蝕
、

唐
並
日
本
所
レ

未
レ

見
。
仍
蝕
不
二

正
見
一

歟
。
天
下
大
慶
無
レ

過
レ

斯
、
依
二

御
祈
一

歟
」
と
修
法
の
効
験
に
感
歎
す
る
様
子
を
見
せ
て
い
る
（
９３
）。

そ
の
効
験
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
日
に
白
河
院
の
近
臣
で
あ
る
右
中
弁

藤
原
顕
隆
か
ら
仁
源
宛
て
の
書
状
が
届
け
ら
れ
、「
天
台
秘
法
効
験
猶
新
。
践
祚

之
始
、
又
可
レ

令
三

修
二

此
法
一。
霊
験
炳
焉
之
条
、
誠
難
レ

尽
二

筆
端
一

也
」
と
高
く
評

価
し
て
い
る
（
９４
）。
つ
ま
り
、
今
回
の
修
法
の
霊
験
は
書
き
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
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ほ
ど
と
讃
え
て
お
り
、
院
の
熾
盛
光
法
へ
の
帰
依
の
深
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。
熾
盛

光
法
の
天
変
消
除
・
天
皇
守
護
の
役
割
が
白
河
院
か
ら
極
め
て
重
視
さ
れ
た
こ
と

は
自
然
と
い
え
、
呪
術
の
実
効
性
を
以
っ
て
幼
帝
を
星
厄
か
ら
護
持
し
た
こ
と
、

修
法
の
政
治
的
価
値
が
確
実
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
修
法
の
目
的
は
、
勤
修
の
表
白
文
か
ら
よ
く
窺
え
る
。『
阿
娑
縛

抄
』「
熾
盛
光
」
の
「
巻
数
事
」
項
目
で
は
、
熾
盛
光
法
の
表
白
文
を
掲
げ
、
文

中
に
「
金
輪
聖
王
玉
体
安
穏
、
天
変
消
除
、
御
願
円
満
之
由
如
レ

件
、
仍
行
事
謹

奏
」
と
の
内
容
が
見
え
る
（
９５
）。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
表
白
は
い
つ
成
立
し
た
の

か
。
金
輪
聖
王
と
は
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
世
界
を
支
配
す
る
理
想
的
な
国
王
で

あ
る
転
輪
聖
王
の
一
人
で
あ
り
、
仏
教
国
で
は
支
配
者
を
褒
美
す
る
用
語
と
し
て

使
用
さ
れ
る
。
か
つ
て
斎
木
涼
子
氏
は
、
十
一
・
十
二
世
紀
の
天
皇
と
真
言
密
教

の
後
七
日
御
修
法
と
の
関
係
を
論
じ
る
に
際
し
、
日
本
で
は
十
世
紀
以
前
は
「
金

輪
聖
王
」
と
い
う
用
語
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
十
一
世
紀
か
ら
十
二

世
紀
に
か
け
て
、
天
皇
を
金
輪
聖
王
と
称
す
る
例
が
増
加
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
（
９６
）。
後
七
日
御
修
法
は
当
初
、
顕
教
の
護
国
法
会
御
斎
会
と
対
と
な
る
「
国
家

平
安
」「
五
穀
成
熟
」
を
目
的
と
し
た
護
国
法
会
と
し
て
成
立
し
た
が
、
十
一
世

紀
以
降
の
表
白
文
な
ど
で
は
「
金
輪
聖
王
」
の
「
玉
体
安
穏
」
と
い
う
目
的
が
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
最
も
重
要
な
目
的
へ
と
変
化
し
て
い
く
と
い
う
（
９７
）。

金
輪
聖
王
を
称
し
た
の
は
、
古
代
・
中
世
移
行
期
に
お
け
る
天
皇
の
宗
教
的
権
威

の
形
成
に
つ
な
が
る
動
き
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
天
変
消
除
に
加
え
て
、「
金
輪
聖
王
」
の
玉
体
安
穏
は
、

中
世
前
期
に
は
熾
盛
光
法
勤
修
の
目
的
と
役
割
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ

り
、
当
該
期
の
天
皇
像
の
変
化
が
熾
盛
光
法
の
役
割
の
変
遷
に
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

�
彗
星

日
蝕
と
月
蝕
の
ほ
か
、
彗
星
の
出
現
も
史
料
上
に
よ
く
現
れ
る
天
変
で
あ
る
。

鳥
羽
朝
の
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
五
月
二
十
八
日
に
彗
星
が
出
現
し
た
た
め
、

法
皇
が
前
天
台
座
主
賢
暹
に
熾
盛
光
法
を
修
さ
せ
た
こ
と
が
『
殿
暦
』
に
見
え
（
９８
）、

そ
の
ほ
か
、
近
衛
朝
の
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
か
ら
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）

に
か
け
て
、
彗
星
の
た
め
に
天
台
座
主
で
あ
り
青
蓮
院
門
主
行
玄
が
修
し
た
事
例

が
あ
る
（
９９
）。
下
坂
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
修
法
な
ど
の
宗
教
的
活
動
は
、
門
跡
の

朝
廷
に
対
す
る
主
な
奉
仕
内
容
で
あ
る
。
後
に
熾
盛
光
法
が
青
蓮
院
門
跡
に
よ
っ

て
独
占
さ
れ
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
朝
廷
が
青
蓮
院
門
主
を
動
員
し
て
そ

の
勤
修
を
行
わ
せ
た
歴
史
を
遡
る
と
、
行
玄
の
時
期
か
ら
始
め
ら
れ
て
き
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
に
行
玄
坊
は
皇
后
美
福
門
院
の
祈
願
所

と
さ
れ
、
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
二
月
十
六
日
に
行
玄
は
公
家
御
祈
の
た
め
に

熾
盛
光
法
を
修
し
た
。『
天
台
座
主
記
』
に
よ
れ
ば
行
玄
は
修
法
奉
仕
に
よ
り
、

し
ば
し
ば
勧
賞
を
う
け
、
王
権
と
緊
密
な
関
係
を
築
い
た
。

本
章
の
む
す
び

院
政
期
に
入
り
、
王
権
の
構
造
が
変
化
す
る
に
と
も
な
い
、
熾
盛
光
法
の
勤
修

の
目
的
と
願
主
も
多
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
天
文
異
変
の
政
治
的
意
味
合
い

が
極
め
て
強
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
修
法
の
政
治
的
な
価
値
が
よ
く
現
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
そ
の
勤
修
の
目
的
か
ら
、
主
に
�
熾

盛
光
法
の
特
徴
と
し
て
の
多
様
な
天
変
（
日
蝕
・
月
蝕
、
彗
星
な
ど
）
消
除
・
星

厄
鎮
静
化
の
目
的
と
、
�
天
変
以
外
の
目
的
、
い
わ
ゆ
る
天
皇
・
中
宮
・
女
院
・

摂
関
の
御
祈
・
御
悩
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
次
に
、
院
政
期
の
願
主
は
王
権
構
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造
の
変
容
に
と
も
な
い
変
化
し
て
お
り
、
摂
関
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
天
皇
・
摂

関
の
み
な
ら
ず
、
院
・
中
宮
・
女
院
も
要
請
者
に
な
る
。

ま
た
、
天
台
座
主
勤
修
原
則
が
こ
の
時
期
に
成
立
し
て
き
た
。
座
主
の
み
が
世

俗
権
力
側
の
修
法
依
頼
を
頻
繫
に
受
け
て
大
法
を
勤
修
し
た
こ
と
は
、
熾
盛
光
法

の
発
展
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
転
換
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
勤
修
の

道
場
は
ほ
ぼ
内
裏
あ
る
い
は
院
御
所
で
あ
る
。
道
場
と
天
皇
・
院
と
の
空
間
的
距

離
が
近
く
な
り
、
頻
繁
に
勤
修
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
権
か
ら
仏
法

に
対
す
る
深
い
帰
依
が
表
さ
れ
て
い
た
。
熾
盛
光
法
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
院
政

期
の
大
法
全
般
の
歴
史
的
特
質
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
天
台
宗
山
門
派
の
熾
盛
光
法
と
い
う

護
国
修
法
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
通
時
代
的
に
考
察
す
る
こ
と

で
、
天
変
消
除
を
主
な
目
的
と
す
る
密
教
の
加
持
祈
祷
の
機
能
面
か
ら
、
古
代
・

中
世
移
行
期
に
お
け
る
天
台
密
教
と
王
権
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

十
世
紀
に
天
文
異
変
へ
の
密
教
修
法
の
主
流
を
占
め
た
熾
盛
光
法
は
摂
関
期
に

入
り
、
天
皇
の
玉
体
安
穏
や
、
摂
関
の
守
護
の
機
能
な
ど
が
新
た
に
付
与
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
続
い
て
院
政
期
に
入
る
と
、
熾
盛
光
法
の
願
主
と
勤
修
目
的
は
多

様
化
す
る
。
し
か
も
当
該
期
の
政
治
的
情
勢
と
も
密
接
に
関
わ
り
、
天
文
異
変
の

政
治
的
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
た
。
勤
修
目
的
は
、
主
に
�
天
変
消
除
・
星
厄
鎮

静
化
の
目
的
、
�
天
変
以
外
の
目
的
、
す
な
わ
ち
天
皇
・
中
宮
・
女
院
・
摂
関
の

御
悩
・
御
祈
に
分
類
さ
れ
る
。
院
・
中
宮
・
女
院
も
勤
修
の
願
主
に
な
り
、
院
政

期
の
王
権
の
構
造
は
、
全
盛
期
を
極
め
た
護
国
修
法
と
し
て
の
熾
盛
光
法
の
変
遷

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
古
代
中
世
移
行
期
に
お
け
る
天
文
異
変
へ
の
祈
祷
体
制
の
全
体
像

に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
台
密
と
東
密
両
者
に
よ

る
天
変
消
除
へ
の
大
法
を
軸
に
し
て
、
一
貫
し
た
視
点
で
王
権
と
の
繋
が
り
の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
の
史
的
特
質
を
見
出
す
。
さ
ら
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
前
期
ま
で
の

天
文
異
変
と
仏
教
儀
礼
（
密
教
修
法
・
顕
教
法
会
）・
陰
陽
道
儀
礼
と
の
関
わ
り

を
取
り
上
げ
、
通
時
代
的
に
王
権
側
に
よ
る
天
文
異
変
へ
の
祈
祷
体
制
の
全
体
像

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
擱
き
た
い
。

註（
１
）
山
門
の
「
四
箇
大
法
」
の
う
ち
、
普
賢
延
命
法
の
勤
修
は
一
番
遅
く
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
阿
娑
縛
抄
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
編
『
大
正

新
修
大
蔵
経
』
図
像
部
第
八
、
九
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
七
年
）
所
収

「
普
賢
延
命
法
日
記
」
に
よ
る
と
、
後
三
条
朝
の
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）

二
月
九
日
に
宇
治
殿
で
開
催
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
史
料
上
の
普
賢
延
命

法
の
初
見
事
例
で
あ
る
。
衣
川
仁
氏
の
「
院
政
期
の
密
教
修
法
と
法
験
」

（『
中
世
寺
院
勢
力
論
―
悪
僧
と
大
衆
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、

初
出
二
〇
〇
四
年
）
は
、「
密
教
修
法
の
中
に
大
法
・
秘
法
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
登
場
す
る
の
は
、
院
政
期
の
こ
と
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
、
山
門
の
「
四
箇
大
法
」
は
院
政
期
か
ら
鎌
倉
前
期
ま
で
に
整

備
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
熾
盛
光
法
に
つ
い
て
「
真
言
密
教
で
、
天

変
地
異
そ
の
他
災
厄
の
時
に
熾
盛
光
仏
頂
如
来
を
本
尊
と
し
て
、
一
切
の
災

害
・
厄
難
を
除
き
、
国
家
安
泰
を
祈
る
最
勝
の
修
法
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、

鎌
倉
末
期
に
亮
禅
の
教
え
を
撰
述
し
た
真
言
密
教
の
事
相
書
『
白
宝
口
抄
』
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（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』（
以
下
、『
大
正
蔵
』）
図
像
部
所
収
）
に
、
熾
盛
光

法
に
つ
い
て
「
若
有
二

公
家
請
一

者
、
可
レ

譲
二

山
門
一。
彼
流
殊
相
承
修
二

大
法
一。

東
寺
不
レ

習
二

此
法
一

」
と
述
べ
、
実
際
に
は
真
言
密
教
界
は
こ
れ
が
天
台
宗

山
門
派
専
修
の
大
法
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。『
門
葉
記
』（『
大
正

蔵
』
図
像
部
所
収
）
巻
一
五
四
「
勤
行
法
二
」
で
は
、
熾
盛
光
法
の
勤
修
目

的
に
つ
い
て
「
天
変
御
厄
等
之
時
被
レ

修
レ

之
、
凡
鎮
護
国
家
第
一
種
秘
法
也
。

当
流
（
筆
者
注：
天
台
宗
山
門
を
指
す
）
独
勤
二

行
一

之
、
他
流
曽
不
レ

相
二

承
一

之
」
と
説
明
し
て
お
り
、
天
文
異
変
の
発
生
に
際
し
て
、
王
権
の
要
請
を
受

け
て
山
門
に
よ
る
熾
盛
光
法
が
行
わ
れ
る
。

（
３
）
永
井
晋
「
中
世
前
期
の
天
文
と
国
家
」、
増
尾
伸
一
郎
ほ
か
編
『
環
境
と

心
性
と
文
化
史

上

環
境
の
認
識
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。

（
４
）
永
井
注
３
論
文
。

（
５
）
山
下
克
明
「
密
教
星
辰
供
の
成
立
と
道
教
」『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と

陰
陽
道
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
八
八
年
。

（
６
）
摂
関
院
政
期
に
お
け
る
山
門
の
四
箇
大
法
の
体
系
で
は
、
他
の
三
つ
の
修

法
（
七
仏
薬
師
法
、
普
賢
延
命
法
、
安
鎮
法
）
に
比
べ
て
熾
盛
光
法
が
圧
倒

的
に
多
く
勤
修
さ
れ
た
こ
と
が
史
料
上
に
表
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
や
歴

史
的
過
程
と
位
置
づ
け
は
具
体
的
に
不
明
瞭
で
あ
る
。
更
に
、
古
代
〜
中
世

へ
の
移
行
期
に
お
け
る
、
世
俗
社
会
と
寺
院
社
会
と
の
紐
帯
と
し
て
機
能
し

た
修
法
の
う
ち
熾
盛
光
法
を
は
じ
め
と
す
る
天
変
・
星
厄
を
消
除
す
る
修
法

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
連
の
現
世
利
益
は
、
な
ぜ
特
に
王
権
か
ら
関
心

を
寄
せ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
深
く
考
察
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

近
年
は
聖
教
史
料
の
開
拓
に
よ
っ
て
、
中
世
王
権
に
密
着
し
て
成
長
を
遂
げ

て
き
た
真
言
密
教
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
古
代
後

期
・
中
世
前
期
の
天
台
密
教
の
研
究
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
し
か
し
比
叡
山
史
を
切
口
に
す
る
こ
と
で
、
通
時
代
的
に
台
密
と
王
権

と
の
関
係
と
い
っ
た
重
要
な
問
題
を
深
く
考
察
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
古

代
・
中
世
前
期
を
通
じ
て
の
変
遷
過
程
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。

（
７
）
速
水
侑
『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。
以
下
、

本
稿
で
は
、
速
水
氏
が
検
討
さ
れ
た
史
料
な
ど
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

氏
が
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
の
で
、
改
め
て
検
討
し
て
い
る
。

（
８
）
速
水
注
７
著
書
、
二
四
頁
。

（
９
）
た
と
え
ば
、
山
下
注
５
著
書
。
こ
の
部
分
は
別
稿
に
て
詳
細
に
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

（
１０
）
『
二
中
歴
』「
名
人
歴
」（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
尊
経
閣
善
本
影

印
集
成
』
一
六
、
八
木
書
店
、
一
九
九
八
年
）。

（
１１
）
『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
十
二
月
十
七
日
条
。

（
１２
）
『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
十
二
月
十
九
日
条
。

（
１３
）
速
水
注
７
著
書
、
七
三
頁
。

（
１４
）
『
僧
綱
補
任
裏
書
』
乾
、
遍
斅
（『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
第
十
四
冊
、
三

一
八
頁
）。
な
お
、
吉
水
蔵
聖
教
に
し
か
み
え
な
い
独
自
の
記
事
で
あ
る
が
、

天
延
年
間
（
九
七
三
〜
九
七
六
）
に
お
け
る
遍
斅
の
勤
修
事
例
は
七
例
が
あ

る
と
い
う
。
た
だ
し
、
簡
略
な
記
事
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
様
相
は
不
明

（『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
所
収
）
第
七
十
筥
十
七
号
之
二
「
大
熾
盛
光
法
降
伏
護
摩
次
第
」（
鎌
倉

中
期
写
）
に
あ
る
「
熾
盛
光
法
先
例
」）。

（
１５
）
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』
に
は
延
昌
の
受
法
弟
子
と
す
る
記
事
な
し
。

（
１６
）
『
門
葉
記
』
巻
一
四
二
「
雑
決
三
」
所
収
青
蓮
院
門
跡
系
図
。
遍
斅
は
喜

慶
の
死
後
、
無
動
寺
寺
務
を
執
行
す
る
（『
門
葉
記
』
巻
百
五
三
「
雑
決
補
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九
」
所
収
「
無
動
寺
検
校
次
第
」）。

（
１７
）
衣
川
仁
「〈
呪
術
〉
性
と
展
開
と
中
世
仏
教
」、
注
１
衣
川
著
書
所
収
、
初

出
二
〇
〇
二
年
。

（
１８
）
院
政
期
以
降
、
修
法
の
勤
修
に
際
し
て
、「
仏
法
之
霊
験
」
な
ど
の
記
述

が
貴
族
日
記
に
よ
く
散
見
見
え
る
。
衣
川
氏
は
、
こ
れ
は
加
持
祈
祷
は
人
々

の
願
望
を
成
就
さ
せ
る
と
い
う
因
果
関
係
が
、
こ
の
時
期
の
貴
族
社
会
に
お

い
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
明
証
で
あ
る
と
す
る
（
衣
川
注
１７
論
文
）。

（
１９
）
渋
谷
慈
鎧
編
『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』（
第
一
書
房
、
一
九
七
三
年
。

以
下
の
注
釈
に
『
天
台
座
主
記
』
と
統
一
）「
延
昌
」
項
。

（
２０
）
『
門
葉
記
』
巻
一
五
四
「
勤
行
法
二
」
大
法
結
願
事
。

（
２１
）
『
天
台
座
主
記
』「
良
源
」
項
。

（
２２
）
速
水
注
７
著
書
、
七
二
頁
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
尋
禅
の
父
藤
原
師
輔
と
師
良
源
と
の
間
柄
で
、
尋
禅
は
そ
の
出
自
ゆ
え

優
遇
さ
れ
、
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
。
そ
れ
は
、
世
俗
社
会
の
出
自
と
関
係

な
く
、
僧
侶
の
﨟
次
と
能
力
に
従
い
昇
進
す
る
は
ず
の
寺
院
社
会
の
変
貌
を

意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
尋
禅
以
降
、
王
家
や
摂
関
家
の
子
弟
な
ど
が
有
力
寺

院
へ
の
入
寺
す
る
例
は
徐
々
に
増
加
し
、
十
一
世
紀
末
に
親
王
も
加
わ
り
、

十
二
世
紀
に
な
る
と
寺
院
社
会
の
身
分
秩
序
は
世
俗
社
会
の
如
き
様
相
を
呈

示
す
る
（
上
島
享
ほ
か
編
『
日
本
宗
教
史
１

日
本
宗
教
史
を
問
い
直
す
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
九
〇
頁
）。

（
２３
）
ま
た
、
摂
関
の
た
め
に
修
さ
れ
た
台
密
の
他
の
護
国
修
法
の
事
例
も
確
認

で
き
る
。
例
え
ば
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
六
月
十
二
日
、
関
白
藤
原
頼

通
は
長
宴
に
宇
治
平
等
院
で
安
鎮
法
を
修
さ
せ
た
（『
阿
娑
縛
抄
』「
安
鎮
法

日
記
集
」）。
こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
摂
関
期
に
は
大
法
修
法
は
摂
関
の
た
め

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
２４
）
『
小
右
記
』（『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
、
一
九
五
九
年
）
永
延
二
年
八
月

七
日
条
。

（
２５
）
『
小
右
記
』
永
祚
元
年
十
八
日
条
。

（
２６
）
速
水
注
７
著
書
、
七
三
頁
。

（
２７
）
倉
本
一
宏
「
摂
関
期
の
政
権
構
造
」『
摂
関
政
治
と
王
朝
貴
族
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
２８
）
『
春
記
』（
増
補
史
料
大
成
刊
行
会
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）
長
久

元
年
正
月
十
九
日
条
。

（
２９
）
た
と
え
ば
、
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
六
月
十
三
日
に
、
権
勢
を
極
め
た

禅
閣
で
あ
る
九
条
道
家
の
不
予
の
た
め
、
慈
賢
が
大
阿
闍
梨
と
し
て
大
成
就

院
で
大
熾
盛
光
法
を
勤
修
し
た
際
、
仏
舎
利
塔
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
し
か

も
御
衣
加
持
が
共
に
行
わ
れ
た
（『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
』
第
七
十
一

筥
九
号
「
熾
盛
光
法
道
場
図
」
⑴
「
延
応
元
年
熾
盛
光
法
道
場
図
」（
室
町

時
代
中
期
写
））。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
成
就
院
以
外
の
実
施
場

所
で
行
わ
れ
た
大
熾
盛
光
法
は
、
こ
の
よ
う
な
形
態
を
呈
示
し
て
な
か
っ
た
。

（
３０
）
『
門
葉
記
』
巻
一
五
四
「
勤
行
法
二
」
常
途
勤
行
御
修
法
等
事
。

（
３１
）
速
水
注
１０
著
書
、
一
〇
四
頁
。

（
３２
）
速
水
注
１０
著
書
、
一
〇
六
頁
。

（
３３
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。
長
宴
が
描
い
た
当
時
の
勤
修
道
場

図
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
熾
盛
光
法
日
記
集
」
に
つ
い
て
は
、
松

本
公
一
氏
は
、
貴
重
な
内
容
を
も
つ
も
の
と
評
価
し
た
（「『
阿
婆
縛
抄
』
所

収
修
法
記
録
小
考
」、『
文
化
学
年
報
』
六
十
五
。
二
〇
一
六
）。

（
３４
）
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
』
第
六
十
一
筥
二
号
「
附
法
事
」（
大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
写
、
巻
子
本
）
に
、
三
昧
阿
闍
梨
良
祐
が
受
け
た
谷
流
の
法

脈
を
伝
え
て
い
る
。
台
密
の
事
相
面
で
の
巨
匠
で
あ
り
谷
流
の
開
祖
で
あ
る
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皇
慶
門
下
の
嫡
弟
に
お
い
て
、
長
宴
・
安
慶
が
先
頭
に
立
つ
。
長
宴
は
大
原

北
谷
定
林
房
を
房
と
し
た
の
で
「
北
師
」
と
呼
ば
れ
、
安
慶
は
東
塔
井
房
で

居
し
た
の
で
「
南
師
」
と
呼
ば
れ
た
。
三
昧
阿
闍
梨
良
祐
が
長
宴
・
安
慶
の

両
説
を
継
承
し
た
こ
と
で
、
谷
流
の
正
統
継
承
者
と
い
う
地
位
を
得
た
。
な

お
、
青
蓮
院
寺
誌
『
華
頂
要
略
』
巻
第
二
所
収
の
「
台
家
真
言
血
脈
相
承
次

第
」
に
よ
れ
ば
、
皇
慶
は
付
法
弟
子
と
し
て
長
宴
、
安
慶
、
院
尊
、
頼
昭
を

定
め
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
。
後
に
安
慶
が
継
承
者
と
さ
れ
た
が
（
皇
慶
が

示
寂
す
る
前
年
に
安
慶
に
付
嘱
状
を
与
え
、
顕
密
の
法
文
・
聖
教
・
道
具
を

附
し
た
）、
安
慶
が
早
世
し
た
の
で
、
長
宴
が
安
慶
か
ら
伝
授
さ
れ
た
聖
教

を
披
見
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
吉
水
蔵
に
は
、
長
宴
が
書
写
、
あ
る
い
は
伝

授
を
う
け
た
修
法
関
連
の
聖
教
が
多
く
存
在
す
る
。
第
七
十
二
筥
に
鎌
倉
前

期
書
写
の
「
熾
盛
光
口
訣
」
一
巻
が
あ
り
、
内
題
に
「
長
久
五
年
九
月
十
三

日
於
丹
州
／
池
上
御
房
賜
新
撰
熾
盛
光
私
記
／
長
宴
」
と
記
し
て
お
り
、
長

宴
が
皇
慶
か
ら
熾
盛
光
の
口
訣
を
受
け
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

皇
慶
に
よ
る
熾
盛
光
法
勤
修
の
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。

（
３５
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。
道
場
図
か
ら
、
勤
修
の
時
に
聖
天

壇
と
十
二
天
壇
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３６
）
『
天
台
座
主
記
』「
仁
覚
」
項
。

（
３７
）
『
中
右
記
』（『
増
補
史
料
大
成
』
所
収
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）
康

和
四
年
三
月
二
十
八
日
条
。

（
３８
）
仁
覚
の
修
法
事
例
は
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
熾
盛
光
法
・
五
壇
法
・
七
仏

薬
師
法
・
安
鎮
法
及
び
堀
河
天
皇
・
郁
芳
門
院
の
病
気
平
癒
祈
願
な
ど
を
行

い
、
様
々
な
修
法
を
通
じ
て
王
家
・
摂
関
家
と
密
接
な
関
係
を
構
築
し
た
。

（
３９
）
『
元
亨
四
年
具
注
暦
裏
書
』
康
和
二
年
正
月
十
八
日
条
（『
大
日
本
史
料
』

第
三
編
第
五
冊
、
六
二
〇
頁
）。

（
４０
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。

（
４１
）
『
阿
娑
縛
抄
』『
熾
盛
光
法
日
記
集
」。

（
４２
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。
な
お
、
行
玄
に
よ
り
行
わ
れ
た
勤

修
の
現
行
記
は
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
』
第
七
十
筥
十
号
「
熾
盛
光
代

代
現
行
記
」（
鎌
倉
時
代
中
期
写
）
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
聖
教
は
、

青
蓮
院
関
連
僧
侶
の
勤
修
現
行
記
で
あ
り
、『
門
葉
記
』
巻
一
「
熾
盛
光
法

一
」
に
も
同
じ
記
事
が
あ
る
。
恐
ら
く
前
者
は
後
者
の
典
拠
か
。
な
お
、

『
門
葉
記
』
巻
一
は
行
玄
が
執
行
し
た
熾
盛
光
法
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
構
成
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
青
蓮
院
流
に
と
っ
て
熾
盛
光
法
が

最
重
要
な
修
法
で
あ
る
た
め
に
、『
門
葉
記
』
の
修
法
記
の
筆
頭
に
行
玄
を

置
き
、
修
法
記
録
が
熾
盛
光
法
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
伊
藤
瑞
恵
・
藤
井
恵
介
・
藤
原
重
雄
「『
門
葉
記
』
所
収
指
図
研
究

―
尊
円
入
道
自
筆
本
の
調
査
を
通
じ
て
」（『
住
宅
綜
合
研
究
財
団
研
究
論
文

集
』
三
一
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
４３
）
な
お
、
上
島
享
氏
は
、
院
政
期
ま
で
に
は
中
世
前
期
の
国
家
の
顕
教
法
会

と
密
教
修
法
の
体
系
化
が
確
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（「
中
世
国
家

と
仏
教
」『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
〇
年
、
初
出
「
中
世
前
期
の
国
家
と
仏
教
」（『
日
本
史
研
究
』
三
六
〇
号
、

一
九
九
二
年
）
を
基
に
改
稿
）。
よ
っ
て
、
中
世
前
期
に
お
け
る
国
家
と
有

力
寺
院
と
の
関
係
の
史
的
特
質
を
捉
え
る
上
で
、
院
政
期
に
お
け
る
聖
俗
社

会
の
接
点
で
あ
る
修
法
の
体
系
化
の
過
程
は
見
落
す
こ
と
は
で
き
ず
、
台

密
・
東
密
の
祈
祷
活
動
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
深
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４４
）
永
井
注
３
論
文
。

（
４５
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。
勤
修
道
場
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
４６
）
『
覚
禅
抄
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
四
五
〜
五
一
巻
、
一
九
二
二
年
）
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「
後
七
日
」。

（
４７
）
『
殿
暦
』（『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
、
一
九
八
四
年
）
永
久
二
年
正
月
十

三
日
条
。

（
４８
）
『
中
右
記
』
永
久
二
年
正
月
十
四
日
条
。

（
４９
）
湯
浅
吉
美
「
中
世
び
と
の
月
蝕
観：

『
玉
葉
』
と
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
か

ら
見
て
」『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
・
人
間
学
部
篇
』
第
十
巻
、
二
〇
一
〇
年
。

（
５０
）
『
天
台
座
主
記
』「
仁
豪
」
項
。

（
５１
）
衣
川
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
十
二
世
紀
は
、
門
跡
と
い
う
特
定
の
院
家
・

房
舎
を
拠
点
と
し
て
特
定
の
宗
教
哲
理
・
宗
教
機
能
・
経
済
基
盤
を
充
実
さ

せ
、
師
弟
関
係
を
軸
に
そ
れ
を
相
承
し
て
い
く
集
団
の
成
立
し
た
時
期
で
あ

る
（「
中
世
前
期
の
延
暦
寺
大
衆
」
注
１
著
書
所
収
、
初
出
一
九
九
七
年
）。

明
快
は
天
台
宗
三
門
跡
の
一
つ
で
あ
る
梨
本
門
跡
（
今
の
京
都
三
千
院
）
の

祖
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
梨
本
門
跡
は
成
立
最
初
か
ら
単
一
の
流
派
で

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
東
塔
南
谷
梨
本
を
中
心
す
る
明
快
・
良
真
の
流
派
と

東
坂
下
梶
井
に
拠
点
を
置
く
仁
覚
・
仁
実
の
流
派
と
い
う
別
系
統
の
師
弟
集

団
で
あ
り
、
後
に
堀
河
天
皇
の
皇
子
最
雲
が
、
仁
豪
・
仁
実
に
師
事
し
て
山

門
最
初
の
法
親
王
と
な
り
、
梨
本
流
と
梶
井
流
を
統
合
し
た
（
衣
川
仁
「
中

世
延
暦
寺
の
門
跡
と
門
徒
」
注
１
著
書
所
収
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）。

（
５２
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。

（
５３
）
『
中
右
記
』
嘉
承
元
年
五
月
十
七
日
条
。

（
５４
）
『
天
台
座
主
記
』
に
よ
る
と
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
賢
暹
が
座
主
に

な
っ
た
が
、
大
衆
の
意
向
に
背
い
た
た
め
に
翌
年
に
辞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

（
５５
）
衣
川
仁
注
１７
論
文
。

（
５６
）
下
坂
守
「
中
世
門
跡
寺
院
の
歴
史
的
機
能
―
延
暦
寺
の
場
合
を
中
心
に
」

『
学
叢
』
二
一
、
一
九
九
九
年
、
七
二
頁
。

（
５７
）
伊
藤
聡
氏
は
、
後
三
条
天
皇
の
護
持
僧
成
尊
が
撰
述
し
た
『
真
言
付
法
纂

要
抄
』
に
お
け
る
天
照
大
神
・
大
日
如
来
同
体
説
の
初
見
に
注
目
し
て
、
院

政
期
に
入
り
密
教
の
日
本
で
の
隆
盛
の
必
要
性
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
大

日
如
来
と
天
照
大
神
と
を
結
び
付
け
て
、
日
本
を
「
大
日
本
国
」、
す
な
わ

ち
「
大
日
如
来
の
本
国
」
で
あ
る
と
す
る
説
が
登
場
し
た
こ
と
を
明
ら
か
し

た
（
伊
藤
氏
「
天
照
大
神
・
大
日
如
来
同
体
説
の
形
成
」『
中
世
天
照
大
神

信
仰
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
５８
）
『
殿
暦
』
天
永
二
年
九
月
十
日
条
。

（
５９
）
こ
の
時
点
の
院
御
所
は
大
炊
殿
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
嘉
承
二
年
（
一

一
〇
七
）
七
月
に
宗
仁
親
王
が
即
位
し
て
鳥
羽
天
皇
と
な
り
、
国
政
の
重
要

事
項
が
白
河
院
の
院
御
所
で
審
議
さ
れ
、
本
格
的
な
院
政
が
幕
を
上
げ
る
。

樋
口
健
太
郎
氏
は
、
居
所
と
し
て
の
院
御
所
と
摂
関
邸
宅
の
在
り
方
を
軸
に
、

白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
王
権
の
特
質
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
氏
は
、
鳥
羽
践

祚
以
降
の
内
裏
と
院
御
所
・
摂
関
邸
宅
と
が
近
接
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
お

り
、
院
・
摂
関
が
天
皇
の
後
見
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
で
、
政
権
の
安
定
化

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
樋
口
氏
「
居
所
か
ら
み
た

白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
王
権
」『
中
世
王
権
の
形
成
と
摂
関
家
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
「
居
所
か
ら
み
た
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
政
権
中

枢
」
を
原
題
と
し
、
二
〇
一
七
年
）。

（
６０
）
『
殿
暦
』
天
永
二
年
九
月
十
日
条
。

（
６１
）
『
殿
暦
』
天
永
二
年
九
月
十
四
日
条
。

（
６２
）
『
中
右
記
』
天
永
二
年
九
月
二
十
二
日
条
。

（
６３
）
『
殿
暦
』
天
永
二
年
九
月
二
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
鳥
羽
天
皇
は
こ
の
日

に
高
陽
院
に
行
幸
し
た
と
い
う
。
実
際
は
天
永
三
年
五
月
十
三
日
に
か
け
て
、
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高
陽
院
を
も
っ
て
里
内
裏
と
し
た
。

（
６４
）
山
崎
誠
『
江
都
督
納
言
願
文
集
注
解
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
六

頁
。

（
６５
）
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
七
年
、
二
二

六
頁
。
初
出
一
九
七
一
年
。

（
６６
）
山
崎
注
６４
著
書
、
二
一
八
頁
。

（
６７
）
建
戌
は
夏
暦
の
九
月
を
指
す
。「
変
見
二

乾
坤
一

」
と
い
う
の
は
九
日
夜
の

土
御
門
第
の
怪
異
の
こ
と
と
十
四
日
の
月
蝕
の
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
「
孟

冬
之
候
」
と
あ
る
が
、
こ
の
年
の
孟
冬
十
一
月
に
匡
房
は
没
し
た
た
め
、
孟

秋
の
誤
写
で
あ
る
。

（
６８
）
下
村
氏
は
、「
天
変
は
他
の
災
害
に
比
べ
実
害
は
小
さ
い
が
、
観
測
・
解

釈
に
は
高
度
な
技
術
や
知
識
が
求
め
ら
れ
、
西
洋
天
文
学
移
入
以
前
の
中
世

で
む
し
ろ
政
治
的
の
色
濃
い
災
異
だ
っ
た
と
い
え
る
」
と
述
べ
て
い
る

（「
中
世
前
期
京
都
朝
廷
と
天
人
相
関
説
―
日
本
中
世
「
国
家
」
試
論
」『
史

学
雑
誌
』
一
二
一
〈
六
〉、
二
〇
一
二
年
）。

（
６９
）
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
三
月
一
日
条
。

（
７０
）
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
三
月
九
日
条
。

（
７１
）
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
三
月
二
十
一
日
条
。

（
７２
）
黒
田
日
出
男
「
こ
も
る
・
つ
つ
む
・
か
く
す
」『
日
本
の
社
会
史
』
第
八

巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
。

（
７３
）
速
水
注
７
著
書
、
一
〇
七
頁
。

（
７４
）
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』
寛
治
六
年
。

（
７５
）
山
下
克
明
「
宿
曜
道
の
形
成
と
展
開
」
注
５
著
書
、
初
出
一
九
九
〇
年
。

（
７６
）
速
水
注
７
著
書
、
一
〇
七
頁
。

（
７７
）
篤
子
は
後
三
条
天
皇
の
皇
女
で
、
し
か
も
白
河
天
皇
の
同
母
妹
で
あ
る
。

栗
山
圭
子
氏
は
、
篤
子
を
分
析
素
材
に
し
て
初
期
の
白
河
院
政
期
の
政
治
状

況
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
同
氏
「
篤
子
内
親
王
論
」（『
中
世
王
家
の
成
立
と

院
政
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
７８
）
『
中
右
記
』
寛
治
五
年
十
月
二
十
五
日
条
。

（
７９
）
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
二
月
二
十
二
日
条
。

（
８０
）
栗
山
注
７７
論
文
。

（
８１
）
堀
河
天
皇
が
即
位
し
た
後
、
白
河
上
皇
や
摂
関
家
が
擁
す
る
堀
河
天
皇
と
、

村
上
源
氏
が
支
持
す
る
輔
仁
親
王
と
が
対
立
す
る
政
局
と
な
る
が
、
永
久
元

年
（
一
一
一
三
）
に
永
久
の
変
に
よ
り
、
輔
仁
親
王
が
閉
門
生
活
を
送
る
に

至
り
、
村
上
源
氏
で
は
俊
房
流
の
代
わ
り
に
顕
房
・
雅
実
流
が
主
流
と
な
っ

た
の
で
あ
る
（
田
島
公
「
仁
寛
の
伊
豆
配
流
と
真
言
立
川
流
」
伊
豆
の
国
市

観
光
・
文
化
部
文
化
振
興
課
編
・
刊
行
『
大
仁
町
史
』
通
史
編
一
、
二
〇
一

四
年
）。

（
８２
）
『
中
右
記
』
承
徳
二
年
九
月
二
十
八
日
条
。

（
８３
）
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
閏
十
月
十
七
日
条
裏
書
所
引
『
金
海
九
宮
篇
』。

（
８４
）
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
閏
十
月
二
十
四
日
条
。

（
８５
）
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
閏
十
月
二
十
四
日
条
。

（
８６
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。

（
８７
）
『
天
台
座
主
記
』「
仁
源
」
項
に
よ
る
と
、
第
四
十
代
天
台
座
主
仁
源
は
京

極
殿
藤
原
師
実
の
息
子
で
、
嘉
承
二
年
十
二
月
に
鳥
羽
天
皇
の
護
持
僧
に

な
っ
た
と
い
う
。『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
』
第
七
十
五
筥
第
十
八
号

「
護
持
僧
勘
例
」（
南
北
朝
文
和
元
年
写
、
尊
円
親
王
筆
）
に
仁
源
は
「
堀

川
・
鳥
羽
両
代
護
持
」
と
記
し
て
お
り
、
す
な
わ
ち
仁
源
が
常
に
天
皇
の
身

体
を
護
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
８８
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。
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（
８９
）
衣
川
仁
「
終
章
」、
注
１
著
書
。

（
９０
）
た
だ
し
、
国
立
天
文
台
の
天
文
史
料
に
よ
る
と
、
実
際
に
は
こ
の
日
に
日

蝕
は
西
国
の
地
域
で
見
ら
れ
た
。

（
９１
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。

（
９２
）
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
十
一
月
一
日
条
。

（
９３
）
『
殿
暦
』
嘉
承
二
年
十
一
月
一
日
条
。

（
９４
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
日
記
集
」。

（
９５
）
『
阿
娑
縛
抄
』「
熾
盛
光
法
」。
関
連
す
る
記
事
と
し
て
一
例
を
掲
げ
る
と
、

例
え
ば
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
』
第
七
十
筥
九
号
「
熾
盛
光
」
に
、
久

安
二
年
（
一
一
四
六
）
十
二
月
十
六
日
よ
り
行
い
始
め
た
勤
修
の
注
進
記
録

が
あ
り
、「
金
輪
聖
王
御
息
災
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
９６
）
斎
木
涼
子
「
後
七
日
御
修
法
と
「
玉
体
安
穏
」
―
十
一
・
十
二
世
紀
に
お

け
る
展
開
」『
南
都
仏
教
』
九
〇
、
二
〇
〇
七
年
。

（
９７
）
斎
木
注
９６
論
文
。
氏
は
、
十
一
世
紀
以
降
に
な
っ
て
「
玉
体
安
穏
」
が
後

七
日
御
修
法
の
役
割
と
し
て
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
二
世

紀
に
入
り
院
政
期
に
顕
著
な
密
教
重
視
・
如
意
宝
珠
信
仰
な
ど
の
要
素
と
相

俟
っ
て
、
院
や
貴
族
か
ら
大
き
な
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
推
測
の
域
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
台
密
側
は
こ
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
て
同
じ
く
「
玉
体
安
穏
」
の
勤
修
目
的
を
打
ち
出
し
て
、「
金
輪
聖
王
」

＝

天
皇
の
護
持
の
役
割
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
９８
）
『
殿
暦
』
天
永
元
年
五
月
二
十
八
日
条
。

（
９９
）
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
』
第
七
十
筥
十
号
「
熾
盛
光
法
現
行
記
」

（『
門
葉
記
』
巻
一
に
同
じ
記
録
が
所
収
）。
特
に
久
安
元
年
（
一
一
四
六
）

七
月
に
出
現
し
た
彗
星
を
契
機
に
新
制
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
稲
葉
伸
道

氏
は
新
制
の
契
機
を
検
討
し
て
、
新
制
が
天
変
地
異
な
ど
を
契
機
と
す
る
徳

政
の
一
環
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
稲
葉
伸
道
「
新
制
の
研
究
」『
史
学
雑

誌
』
九
六
（
一
）、
一
九
八
七
年
）。
行
玄
は
京
極
摂
政
藤
原
師
実
の
息
子
で
、

天
台
三
門
跡
の
一
つ
の
青
蓮
院
初
代
門
跡
で
あ
る
。
下
坂
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
中
世
の
青
蓮
院
・
妙
法
院
・
梶
井
門
跡
の
三
門
跡
を
始
め
と
す
る
門

跡
の
門
主
を
天
台
座
主
に
補
任
し
た
の
が
朝
廷
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、

門
跡
が
朝
廷
と
延
暦
寺
を
結
び
付
け
る
要
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
（
下
坂
注
５４
論
文
を
参
照
）。

「
付
記
」
本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
、
寺
院
聖
教
類
史
料
の
調
査
に
つ
い
て
田
島

公
先
生
な
ら
び
に
藤
原
重
雄
先
生
に
ご
教
示
及
び
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

末
筆
な
が
ら
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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［ 
訂
正 

］ 

 

32

頁
上
段

21

行
目 

「
当
時
の
修
法
の
政
治
性
と
世
俗
性
が
窺
わ
れ
る
」―

「
当
時
の
修
法
の
政
治
的
意
味
が
わ
か
る
」 

33

頁
下
段

13

行
目 

「
彰
子
」→

「
璋
子
」 

35

頁
上
段

2

行
目 
「
兼
証
レ

義
者
」→

「
兼
二

証
義
者
一

」 
 

注

53

の
追
加
：
こ
の
時
、
賢
暹
は
証
義
者
と
し
て
召
さ
れ
て
い
た
が
、
所
労
に
よ
り
不
参
で
あ
っ
た
。 

53

頁
下
段

12

行
目 

「
御
齋
文
」→

「
御
祭
文
」 

36

頁
下
段

7

行
目 

「
及
二

申
二
点
一

、
初
蝕
二

十
一
分
者
一

」→

「
及
二

申
二
点
一

初
蝕
、
十
一
分
者
」
。 

35

頁
下
段
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
引
用
部
分
： 

6

行
目 

「
是
以
排
二

壇
所
於
禁
中
一

」→

「
是
以
排
レ

壇
二

場
於
禁
中
一

」 

8

行
目 

「
供
二

養
恭
敬
一

」
「
尊
二

重
讃
一

歟
」→

「
供
養
恭
敬
」
「
尊
重
讃
歟
」 

10

行
目 

「
拂
二

十
二
楼
之
朝
一

」→

「
拂
二

十
二
楼
之
朝
一

」 

11

行
目 

「
伝
宝
歴
二

於
万
期
一

」→

「
伝
二

宝
暦
於
万
期
一

」 

12

行
目 

「
逆
浪
無
起
」→

「
逆
浪
無
レ

起
」 


